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一
般
質
問

　

４
人
の
議
員
か
ら
合
計
６
つ
の

項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
質
問
者
及
び
内
容

○
清
水
教
昭
議
員

・
図
書
館
等
の
整
備
を
推
進
し
、

　

文
化
度
の
高
い
阿
武
町
へ

○
小
田
高
正
議
員

・
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
検
証
と

　

反
映
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

○
中
野
祥
太
郎
議
員

・
定
住
対
策
に
係
る
宅
地
、
住
宅

　

整
備
に
つ
い
て

・
Ｕ
タ
ー
ン
対
策
に
つ
い
て

○
市
原
旭
議
員

・
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

・
町
職
員
の
定
年
に
つ
い
て

　

議　

案

◆
阿
武
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

女
性
活
動
推
進
の
観
点
か
ら
、

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
が
一
部

改
正
さ
れ
、
申
請
者
に
限
っ
て
、

住
民
票
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

等
に
「
旧
氏
」
を
併
記
で
き
る
取

り
扱
い
が
、
今
年
11
月
５
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例

に
お
い
て
印
鑑
登
録
証
明
書
に
も

旧
氏
が
併
記
で
き
る
よ
う
必
要
な

改
正
を
行
う
も
の
。

　

ま
た
、
心
と
体
の
性
が
一
致
し

な
い
性
同
一
性
障
が
い
等
に
配
慮

す
る
観
点
か
ら
、
印
鑑
登
録
証
明

か
ら
性
別
に
関
す
る
事
項
を
削
除

等
す
る
た
め
の
改
正
を
併
せ
て
行

う
も
の
。

◆
阿
武
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
　

国
の
働
き
方
改
革
に
お
け
る

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
等
の
趣

旨
に
鑑
み
、
来
年
４
月
か
ら
開
始

す
る
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
」
に
対
応
す
る
べ
く
、
服
務
規

律
給
与
等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
。

◆
令
和
元
年
度
阿
武
町
定
住
促
進

住
宅
（
尾
無
団
地
）
新
築
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

宇
田
郷
・
尾
無
団
地
に
新
た
に

定
住
促
進
住
宅
２
棟
を
建
築
す
る

工
事
を
、
阿
武
建
設
㈱
が
入
札
の

結
果
５
５
０
０
万
円
で
落
札
し
た

も
の
で
、
工
事
の
予
定
価
格
が
５

０
０
０
万
円
を
超
え
る
た
め
、
規

定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。　
　

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

奈
古
・
寺
東
の
大
床
た
め
池
下

の
農
地
（
７
３
９
８
㎡
）
を
、
工

場
用
地
と
し
て
造
成
す
る
た
め
に

取
得
す
る
も
の
で
、
土
地
の
買
い

入
れ
が
１
件
５
０
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
こ
と
か
ら
、

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

小
田
武
之
教
育
長
（
４
期
15

年
）
が
９
月
末
で
任
期
満
了
の
た

め
、
後
任
と
し
て
能
野
祐
司
氏

（
釜
屋
・
元 

阿
武
小
学
校
長
）

の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る

も
の
。

◆
阿
武
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
引
き
上
げ

に
伴
い
、
町
指
定
ご
み
袋
の
金
額

を
据
え
置
く
た
め
に
、
条
例
を
一

部
改
正
す
る
も
の
。

今
回
の
主
な
補
正
内
容

■
総
務
費
は
１
６
６
万
４
０
０
０

円
の
増
額
。
劣
化
に
伴
う
町
長
車

の
タ
イ
ヤ
交
換
、
防
災
行
政
無
線

用
の
個
別
受
信
機
10
台
の
購
入
、

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ぶ
案
内
看
板

の
設
置
、
休
職
中
の
職
員
に
代
わ

る
事
務
補
助
と
し
て
の
臨
時
職
員

を
雇
用
す
る
た
め
の
賃
金
増
額
な

ど
。

■
民
生
費
は
１
５
７
万
７
０
０
０

円
の
増
額
。
清
ヶ
浜
清
光
苑
の
水

道
に
お
け
る
軟
水
機
取
替
工
事

費
、
ひ
だ
ま
り
の
里
で
使
用
す
る

芝
刈
り
機
購
入
代
金
な
ど
。

■
農
林
水
産
業
費
は
２
０
３
万
２

０
０
０
円
の
増
額
。
宇
生
賀
・
折

掛
た
め
池
浚
渫
工
事
に
係
る
補
助

金
、
近
年
の
異
常
気
象
等
に
対
応

す
る
た
め
の
「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
作
成
業
務
委
託
料
、
間

伐
材
魚
礁
の
設
置
効
果
の
追
跡
調

査
を
実
施
す
る
た
め
の
船
舶
借
上

料
、
潜
堤
標
識
灯
の
修
繕
工
事
の

際
の
船
舶
借
上
料
、
漁
協
奈
古
支

店
が
実
施
す
る
ク
ロ
ア
ワ
ビ
１
０

０
０
個
・
メ
ガ
イ
ア
ワ
ビ
１
０
０

０
個
の
稚
貝
放
流
に
係
る
補
助
金

の
増
額
な
ど
。

■
商
工
費
は
１
４
０
万
４
０
０
０

円
の
増
額
。
道
の
駅
で
使
用
し
て

令和元年 第３回

阿武町議会 定例会
令和元年 第３回

阿武町議会 定例会

9/10～20

　

令
和
元
年
第
３
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
の
11

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
議
案
11
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
員
協
議
会
で
は
、
２
件
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

し　

み
ず
の
り　
あ
き

　
お　
　
だ　

た
か　

ま
さ

な
か　

の　

し
ょ
う
た　

ろ
う

い
ち　
は
ら
あ
き
ら 

※
一
般
質
問
の
詳
し
い
内
容
は

　
「
議
会
だ
よ
り
」（
Ｐ
5
〜
7
）

　

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お　
　
だ　

た
け　

ゆ
き

の
う　

の　

ゆ
う　

じ

き
ゅ
う
う
じ

◆
令
和
元
年
度
阿
武
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）
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一般会計は 4,204万３,000円の 増額補正
予算総額は 29億8,649万３,000円に

町道亀山十王道線
測量調査等業務委託料 5,615万円
林道波佐阿武線災害復旧工事
 1,708万6,000円 等

い
る
地
下
水
の
不
具
合
を
解
消
す

る
揚
水
ポ
ン
プ
の
入
替
工
事
費
。

■
土
木
費
は
１
４
０
０
万
円
の
増

額
。
町
道
亀
山
十
王
堂
線
の
ボ
ー

リ
ン
グ
等
に
よ
る
法
面
調
査
及
び

設
計
に
伴
う
委
託
料
、
建
物
等
の

補
償
調
査
に
伴
う
委
託
料
の
追

加
、
道
路
用
地
購
入
費
、
建
物
補

償
費
の
減
額
に
よ
る
組
み
替
え
、

汐
入
野
地
線
周
辺
整
備
工
事
費
の

新
規
計
上
、
水
ヶ
迫
団
地
の
浴
室

改
修
工
事
の
詳
細
設
計
な
ど
。

■
消
防
費
は
３
万
７
０
０
０
円
の

増
額
。
災
害
時
等
緊
急
用
の
非
常

食
の
購
入
費
、
無
線
局
電
波
利
用

料
の
増
額
に
よ
る
も
の
。

■
教
育
費
は
87
万
７
０
０
０
円
の

増
額
。
福
賀
小
学
校
の
壁
面
を
修

理
す
る
校
舎
内
外
営
繕
工
事
費
の

増
額
、
阿
武
中
学
校
舎
西
側
網
戸

設
置
改
修
工
事
の
精
算
に
伴
う
減

額
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
ポ
ン

プ
と
周
辺
機
器
の
故
障
に
伴
う
取

替
工
事
費
の
増
額
、
案
内
標
識
設

置
工
事
費
、
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
肥
料
撒
き
機
が
修
理
不
能

と
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
修
繕
料
か
ら

備
品
購
入
費
へ
の
組
み
替
え
な
ど
。

■
災
害
復
旧
費
は
１
７
８
８
万
６

０
０
０
円
の
増
額
。
今
年
７
月
の

梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
林
道
施
設

が
被
災
し
た
た
め
追
加
計
上
す
る

も
の
で
、
大
規
模
林
道
波
佐
阿
武

線
の
災
害
測
量
業
務
委
託
料
及
び

林
道
施
設
災
害
復
旧
工
事
費
。

■
諸
支
出
金
は
２
５
６
万
６
０
０

０
円
の
増
額
。
美
咲
の
第
４
分
譲

地
の
区
画
９
で
販
売
し
た
住
宅
地

に
お
い
て
、
建
設
が
困
難
に
な
っ

た
と
所
有
者
が
契
約
解
除
を
申
し

出
た
こ
と
に
よ
る
買
い
戻
し
金
の

新
規
計
上
。

◆
３
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

12
万
円
を
追
加
し
、
６
億
２
７

４
４
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

国
保
連
合
会
に
委
託
し
て
い
る
高

額
計
算
デ
ー
タ
及
び
糖
尿
病
性
腎

症
重
症
化
予
防
事
業
の
特
別
業
務

デ
ー
タ
委
託
料
、
国
保
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
更
新
に
係
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
移
設
委
託
料
の
新
規
計
上
。

○
令
和
元
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

回
）

　

９
３
７
万
５
０
０
０
円
を
追
加

し
、６
億
９
２
９
８
万
円
と
す
る
も

の
。
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
増
額
に
伴
い
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
か
ら
組
み
替
え
を
行
う

ほ
か
、平
成
30
年
度
精
算
に
よ
る
介

護
給
付
費
負
担
金
及
び
地
域
支
援

事
業
交
付
金
の
返
還
金
の
増
額
。

○
令
和
元
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

　

１
３
８
万
１
０
０
０
円
を
追
加

し
、５
９
５
５
万
円
と
す
る
も
の
。落

雷
に
よ
る
配
水
流
量
計
等
の
機
器

の
故
障
に
伴
う
修
繕
料
の
増
額
。

◆
平
成
30
年
度
阿
武
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

昨
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
及
び

７
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

　

全
員
協
議
会 

報
告

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
法
の
規
定
に
基
づ

き
、昨
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
等
を
報
告
す
る
も
の
。

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
阿
武
町
役
場　

業
務
用
パ
ソ
コ

ン
更
新
【
物
品
】（
６
６
１
万
１

７
６
０
円
・
㈱
タ
ケ
シ
タ
）

○
町
道
草
刈
軽
減
対
策
工
事
（
奈

古
地
区
）（
６
３
７
万
２
０
０
０

円
・
小
田
建
設
㈱
）

○
町
道
草
刈
軽
減
対
策
工
事
（
福

賀
地
区
）（
６
４
２
万
６
０
０
０

円
・
㈲
吉
岡
土
建
）

○
町
道
草
刈
軽
減
対
策
工
事
（
宇

田
郷
地
区
）（
６
４
８
万
円
・
豊

田
建
設
㈱
）

一般会計は 4,204万３,000円の 増額補正
予算総額は 29億8,649万３,000円に

○
町
道
舗
装
補
修
工
事
（
福
賀
地

区
）（
４
０
１
万
７
６
０
０
円
・

澤
田
建
設
㈱
）

○
阿
武
地
区
農
業
集
落
排
水
不
明

水
対
策
工
事
（
３
８
８
万
８
０
０

０
円
・
㈱
阿
武
建
設
）

○
町
道
大
元
線
道
路
補
修
工
事

（
３
１
３
万
２
０
０
０
円
・
㈱
阿

武
建
設
）

《
契
約
変
更
》

○
新
た
な
し
ご
と
創
出
事
業
に
関

す
る
支
援
業
務

【
当
初
】
１
４
２
８
万
２
９
２
８
円

【
変
更
】
３
４
８
２
万
３
８
８
８
円

・
概
要

【
当
初
】
第
一
次
産
業
に
お
け
る

新
た
な
し
ご
と
創
出
支
援
業
務

【
変
更
】
自
伐
型
林
業
推
進
事
業

支
援
業
務
の
追
加

（
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）

○
ま
ち
の
縁
側
事
業
の
推
進
に
関

す
る
支
援
業
務

【
当
初
】
３
７
６
１
万
８
４
１
６
円

【
変
更
】
７
３
２
０
万
６
４
８
５
円

・
概
要

【
当
初
】
ま
ち
の
縁
側
（
滞
在
拠

点
）
整
備
や
運
営
、
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
構
築
や
地
域
内
循
環
の
可

視
化
の
支
援
業
務

新
た
な
し
ご
と
創
出
支
援
業
務

【
変
更
】
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

基
本
計
画
や
人
材
育
成
支
援
業

務
、
運
営
導
入
支
援
業
務
の
追
加

（
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
）
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菅
原
神
社 

秋
季
例
祭

神
子
の

舞

み　
　
　
　

こ　
　
　
　
　
　

ま
い

前
夜
祭
前
夜

最
後
の
稽
古
は
装
束

代
わ
り
の
浴
衣
姿
で
舞
う

神
子
の
舞
保
存
会
が

指
導
「
十
代
の
頃
か
ら

踊
れ
る
」

令
和
元
年
度 

稽
古
開
始
：
９
月
２
日　

前
夜
祭
：
９
月
27
日　

本
殿
祭
：
９
月
28
日

神
子（
阿
武
小
１
年
）： 

境　

海
宏
さ
ん（
美
里
） 

里
川　

瑞
希
さ
ん（
釜
屋
）

 

井
町　

莉
音
奈
さ
ん（
岡
田
橋
） 

中
村　

優
月
さ
ん（
岡
田
橋
）

さ
か
い　
　

み　
ひ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と
か
わ　
　

み
ず
き

　

い
ま
ち　
　
　

り　

お　

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
む
ら　
　
　
ゆ
づ
き

前夜祭　家族たちが見守る中
神子車の上で奉納演舞
み　こぐるま

本
殿
祭　

神
事
の
様
子

神
社
総
代
が
玉
串
奉
納

神
事
の
後 

神
輿
と
共
に

奈
古
浦
と
市
・
東
方
を

巡
る
御
神
幸

心を重ねて 祈るように舞う

笛の名人･杉 利行さん（下郷）
「次の世代に音色を残したい」

すぎ　としゆき

あ
で
や
か
な
扇
さ
ば
き

　

９
月
始
め
か
ら
大
変
な
練
習
を
重
ね
た
立
派
な

舞
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

神
子
さ
ん
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
み
な
さ

ん
の
健
康
と
御
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

世
話
人 

中
村 

秀
明
さ
ん（
市
）

な
か
む
ら　
ひ
で
あ
き

境さん 里川さん 井町さん 中村さん
およそ１ヶ月前から ほぼ毎夜稽古

打
て
ば
響
く

町長
コラム
　
　
　

神
子
の
舞

　

９
月
27
日
の
夜
、
奈
古
地
区
・
東
方
に
あ
る

菅
原
神
社
（
通
称
：
天
神
様
）
の
秋
季
例
祭
の

前
夜
祭
に
詣
で
、「
神
子
の
舞
」
を
拝
見
し
ま

し
た
。

　

神
社
の
鳥
居
前
を
通
る
町
道
・
奈
古
中
央
線

を
一
時
車
両
通
行
止
め
に
し
て
、
神
子
車
の
舞

台
で
、
可
愛
い
神
子
さ
ん
４
人
が
華
麗
に
、
伝

統
の
舞
を
舞
う
の
で
す
。

　

聞
い
て
み
る
と
、
毎
年
小
学
１
年
生
の
女
の

子
が
舞
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

以
前
は
、
地
元
の
市
・
東
方
の
子
ど
も
に

限
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
少
子
化
の
影
響

で
、
現
在
は
、
ほ
か
の
地
区
の
子
ど
も
た
ち
に

も
、
お
願
い
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

冠
を
付
け
、
笛
・
太
鼓
に
合
わ
せ
、
二
人
一

組
で
一
生
懸
命
に
舞
う
純
粋
無
垢
な
神
子
の
姿

は
、
美
し
く
、
そ
し
て
神
々
し
く
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
本
番
の
日
を
迎
え
る
ま
で
の
稽
古

も
、
き
っ
と
毎
日
、
夜
遅
く
ま
で
大
変
だ
っ
た

ろ
う
と
思
う
と
、
け
な
げ
さ
に
胸
が
あ
つ
く
な

る
思
い
で
し
た
。

　

さ
ら
に
何
よ
り
、
こ
の
伝
統
行
事
を
綿
々
と

受
け
継
ぎ
、
夜
遅
く
ま
で
舞
の
指
導
や
会
場
設

営
、
そ
し
て
笛
・
太
鼓
の
演
奏
や
舞
の
補
助
な

ど
、
淡
々
と
裏
方
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
菅

原
神
社
「
神
子
の
舞

保
存
会
」
の
皆
さ
ん

に
、
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

花田憲彦 町長
はな　だ　のり ひこ

み　

こ　
　
　

ま
い

も
う

み　

こ
ぐ
る
ま
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問　

答
申
書
を
受
け
て
の
平
成

か
ら
令
和
元
年
に
か
け
た
１
年

間
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。
ま
た
、
図
書
館
ま
た
は
図

書
コ
ー
ナ
ー
の
開
館
予
定
は
何

年
頃
か
。　

教
育
長　

平
成
30
年
度
に
事
務

局
内
部
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　

今
年
度
も
答
申
に
沿
っ
て
、

図
書
館
・
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
整

備
の
た
め
、
５
月
初
旬
に
町

長
・
副
町
長
、
教
育
長
と
事
務

局
で
３
地
区
を
現
地
確
認
し
、

図
書
館
で
な
く
、
図
書
コ
ー

ナ
ー
を
拡
充
・
整
備
を
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
萩
図
書
館

と
の
連
携
内
容
に
つ
い
て
具
体

的
な
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
図

書
の
管
理
・
貸
し
出
し
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
中
。

　

今
後
の
予
定
は
、
今
年
度
中

に
概
要
を
ま
と
め
、
来
年
度
に

実
施
設
計
を
行
い
、
令
和
３
年

度
か
ら
、
工
事
に
着
手
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

法
律
（
図
書
館
法
）
と
阿

武
町
図
書
館
の
整
備
方
針
に
基

づ
く
、
基
本
理
念
・
基
本
方
針

と
サ
ー
ビ
ス
目
標
の
考
え
方

と
、
こ
れ
が
決
定
す
る
ま
で
の

進
め
方
に
つ
い
て
。　

教
育
長　

阿
武
町
公
民
館
運
営

規
則
に
よ
る
と
、
第
６
条
に
公

民
館
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
図
書
使

用
の
規
定
が
あ
る
の
み
で
、
図

書
の
貸
し
借
り
だ
け
を
想
定
さ

れ
て
い
た
。

　

公
民
館
に
は
、
専
従
の
司
書

の
有
資
格
者
は
い
な
い
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
も
限
界
が
生
じ
て

い
る
。
運
営
を
す
る
上
で
、
図

書
の
貸
し
出
し
や
、
図
書
の
購

入
予
算
の
割
り
当
て
、
時
勢
に

合
っ
た
図
書
・
話
題
性
の
あ
る

図
書
を
購
入
し
て
い
く
。

問　

山
口
県
に
は
「
山
口
県
図

書
館
協
会
」
が
あ
り
、
阿
武
町

だ
け
が
施
設
会
員
ま
た
は
賛
助

会
員
に
入
会
し
て
い
な
い
が
、

考
え
方
は
。　
　
　
　
　
　
　

教
育
長　

山
口
県
図
書
館
協
会

は
県
内
の
市
町
立
図
書
館
18
施

設
と
、
７
つ
の
図
書
館
の
民
間

団
体
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

会
則
で
、
施
設
会
員
は
図
書

館
及
び
図
書
室
等
の
類
縁
施

一
般
質
問  

第
３
回
定
例
会  

9
月
10
日

清水教昭 議員
し　みず のり あき

問

設
、
団
体
会
員
は
民
間
の
非
営

利
団
体
、
賛
助
会
員
は
協
会
の

事
業
に
賛
同
す
る
個
人
ま
た
は

法
人
で
あ
る
。

　

阿
武
町
は
図
書
館
が
無
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
県
内
市

町
で
唯
一
入
会
し
て
い
な
い
。

　

会
則
上
で
は
類
縁
施
設
に
あ

た
る
の
で
、
入
会
で
き
な
い
訳

で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
面
は
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
充

実
を
図
り
、
協
会
へ
の
入
会
も

検
討
材
料
と
し
た
い
。

問　

住
民
参
加
の
視
点
で
の
、

図
書
館
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

聞
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
長　

公
民
館
も
図
書
コ
ー

ナ
ー
も
住
民
の
方
が
集
う
施
設

で
あ
り
、
利
用
者
の
声
は
、
業

務
を
行
う
上
で
大
き
な
ヒ
ン
ト

に
な
る
。
こ
の
声
を
最
大
限
取

り
入
れ
な
が
ら
、社
会
教
育
の
場

と
し
て
の
活
用
、
読
み
聞
か
せ

の
機
会
、
地
域
の
方
を
対
象
に

し
た
読
書
会
の
開
催
、
蔵
書
や

資
料
を
利
用
で
き
る
機
会
な
ど

を
設
け
て
い
け
ば
、
図
書
コ
ー

ナ
ー
で
あ
っ
て
も
有
意
義
な
活

動
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

昨
年
、町
内
13
会
場
で
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。
実
行
に
移
さ
れ
た
経
緯
や

理
念
は
、
各
自
治
会
の
実
態
を

詳
し
く
正
確
に
把
握
し
つ
つ
、

「
生
の
意
見
」
を
、
近
い
距
離

で
、
真
剣
に
聞
く
こ
と
だ
っ
た

と
感
じ
る
。

　

今
回
、
各
地
区
の
自
治
会
の

皆
さ
ん
か
ら
出
た
貴
重
な
ご
意

見
を
施
策
展
開
し
て
い
く
た
め

に
、以
下
の
二
点
に
つ
い
て
問
う
。

❶
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望

は
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、

ど
う
反
映
さ
れ
た
の
か
。

❷
政
策
立
案
か
ら
予
算
化
・
決

定
の
可
否
判
断
・
期
限
の
設
定

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ど
う
な

の
か
。

町
長　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は

全
体
で
２
１
４
人
の
ご
参
加
を

頂
き
、
延
べ
３
３
９
項
目
に
わ

た
る
質
疑
・
ご
意
見
を
頂
い
た
。

　

事
前
質
問
方
式
で
行
い
、
い

わ
ゆ
る
膝
詰
め
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
場
で
お
互
い
が
胸
襟
を
開

き
、
大
変
充
実
し
た
話
し
合
い

が
出
来
た
と
感
じ
て
い
る
。

❶
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
重
要

度
を「
縦
軸
」、
緊
急
度
を「
横

軸
」
と
す
る
２
つ
の
評
価
軸
で

分
類
し
、
重
要
か
つ
必
要
な
事

案
に
つ
い
て
は
、
即
対
応
・
即

実
行
を
原
則
と
し
て
い
る
。

❷
要
望
事
項
に
つ
い
て
必
要
な

事
案
は
課
内
で
検
討
し
、
補
正

予
算
に
計
上
。
出
来
な
い
事
案

に
つ
い
て
は
、
理
由
を
付
し
て

丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う
指
示
。

 

ま
た
、
町
の
未
来
に
対
す
る

投
資
的
な
意
味
を
持
つ
重
要
な

事
案
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署

が
協
議
し
た
上
で
対
応
策
を
練

り
上
げ
て
い
く
よ
う
指
示
し
て

い
る
。
今
後
、
費
用
対
効
果
を

勘
案
し
て
当
初
予
算
、
補
正
予

算
で
施
策
展
開
を
図
る
と
共

に
、
新
た
な
切
り
口
で
総
合
計

画
や
総
合
戦
略
に
織
り
込
む
こ

と
と
し
て
い
る
。

問　

人
口
流
出
の
抑
制
と
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
に
お
い
て
、住

宅
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

阿
武
町
で
は
分
譲
宅
地
の
整

備
等
に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
次
の
定
住
に
係
る
住

宅
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

❶
過
去
の
分
譲
宅
地
に
よ
る
定

住
の
成
果
は
。

❷
今
後
の
分
譲
宅
地
整
備
計
画

は
。

❸
福
賀
地
区
・
宇
田
郷
地
区
の

定
住
対
策
と
し
て
、
両
地
区
は

地
価
が
安
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
子
育
て
世
帯
で
あ
る
こ
と
」

や
「
長
期
に
わ
た
る
賃
借（
20

〜
25
年
間
）」
な
ど
、
一
定
の

条
件
を
満
た
し
た
町
営
住
宅
を

無
償
で
譲
渡
す
る
取
り
組
み
が

出
来
な
い
か
。

町
長　

❶
こ
れ
ま
で
79
区
画
を

整
備
し
て
い
る
。
新
築
住
宅
件

数
は
63
件
で
、
63
世
帯
１
９
２

人
の
方
が
居
住
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
内
、
町
外
か
ら
29
世
帯

72
人
の
方
が
転
入
さ
れ
て
お
り
、

中
学
生
以
下
の
子
育
て
世
帯
が

26
世
帯
で
、
子
ど
も
が
51
人
。

　

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
は
、
転
入
者
一

人
あ
た
り
年
間
約
40
万
円
と
し

て
、
合
計
で
約
２
８
８
０
万
円

の
歳
入
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
内
の
消
費

増
大
や
、
地
域
の
担
い
手
と
し

て
の
活
躍
な
ど
、
町
の
活
力
増

進
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

❷
現
在
、
柳
橋
分
譲
宅
地
な
ど

15
区
画
の
受
け
皿
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
分
譲
宅
地
の
売

れ
行
き
は
好
調
。
町
外
か
ら
の

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
誘
発
し
、
新

た
な
住
民
を
生
む
の
で
、
需
要

を
見
極
め
な
が
ら
推
進
し
た
い
。

　

図
書
館
等
を
整
備
し
て

文
化
度
の
高
い
阿
武
町
へ

Q　

令
和
３
年
度
か
ら
数
年

に
分
け
順
次
整
備
す
る

A

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
検
証

と
反
映
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

Q　

重
要
度
・
緊
急
度
を
考

え
、施
策
に
反
映
し
て
い
く

A

問 問

問町
長

町
長

問

小田高正 議員
お　 だ　たか まさ

　

定
住
対
策
に
係
る
宅
地
、

住
宅
整
備
に
つ
い
て

Q　

分
譲
宅
地
は
需
要
を
見

極
め
な
が
ら
推
進
し
た
い

A

中野祥太郎 議員
なか　の しょうた　ろう

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問
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❸
仮
に
家
賃
を
30
年
間
納
め
て

い
た
だ
い
て
も
建
築
費
の
回
収

は
見
込
め
な
い
が
、
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
が
増
え
る
こ
と
で
の

地
方
交
付
税
の
交
付
効
果
の
期

待
は
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

先
進
地
へ
の
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
、
若
い
世
代
へ
の
「
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
動
機
付
け
）」

と
し
て
の
町
営
住
宅
の
在
り
方

な
ど
の
効
果
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

問　

阿
武
町
の
小
中
学
生
と
未

就
学
児
数
は
２
９
６
人
で
、
親

が
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
か
地
元
か
を

調
べ
て
み
る
と
、
Ｉ
タ
ー
ン
が

29
％
、Ｕ
タ
ー
ン
が
50
％
、地
元

が
21
％
で
あ
っ
た
。
Ｕ
タ
ー
ン

家
庭
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
定
住
促
進
の
た
め
に
は
Ｕ

タ
ー
ン
対
策
を
今
以
上
に
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

　

高
校
卒
業
と
同
時
に
多
く
の

方
が
阿
武
町
か
ら
転
出
し
て
い

る
が
、
長
い
人
生
の
中
で
、

色
々
な
挫
折
・
環
境
の
変
化
で

阿
武
町
に
帰
り
た
い
、
あ
る
い

は
帰
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

時
は
必
ず
あ
る
。

　

そ
の
対
応
と
し
て
、
阿
武
町

出
身
者
で
町
外
に
出
ら
れ
た
方

の
組
織
を
設
立
し
、
町
の
取
り

組
み
、
雇
用
・
子
育
て
・
住
宅

情
報
、
阿
武
町
暮
ら
し
の
良

さ
、
郷
愁
等
を
出
身
者
へ
発
信

し
、
若
い
方
の
Ｕ
タ
ー
ン
受
け

入
れ
を
強
化
し
て
は
。

町
長　

阿
武
町
で
は
、
東
京
と

関
西
・
東
海
エ
リ
ア
に
、
２
つ

の
「
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会
」
を

立
ち
上
げ
て
い
る
が
、
会
に
集

ま
る
方
は
60
歳
以
上
の
方
が
ほ

と
ん
ど
で
、
若
い
方
が
い
な
い
。

　

町
の
職
員
募
集
を
行
う
際
に

も
、
町
の
出
身
者
に
募
集
情
報

を
発
信
す
る
ツ
ー
ル
が
な
い
の

で
、
盆
の
帰
省
時
に
あ
わ
せ
て

「
広
報
あ
ぶ
」
に
募
集
記
事
を

掲
載
し
た
り
、
防
災
無
線
で
呼

び
か
け
た
り
し
て
い
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
特
に
高
校

卒
業
時
な
ど
の
機
会
に
、
若
い

方
に
向
け
て
阿
武
町
の
情
報
を

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
家
庭
や
職

場
に
お
い
て
女
性
の
意
見
が
尊

重
さ
れ
る
体
制
が
整
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
既
婚
女
性
に

向
け
た
情
報
発
信
も
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
方
法
は

こ
れ
か
ら
と
し
て
、
ぜ
ひ
前
向

き
に
考
え
た
い
。

問　

現
在
、
様
々
な
対
策
を
さ

れ
て
い
る
が
、
人
口
は
減
る
ば

か
り
で
鳥
獣
被
害
は
増
え
た
と

感
じ
る
。
ま
た
、
新
た
な
外
来

種
も
生
息
し
て
き
て
い
る
。

　

本
来
の
仕
事
を
中
断
し
て
で

も
出
動
依
頼
に
対
応
し
て
い
る

猟
師
に
対
し
、
そ
れ
な
り
の
経

費
助
成
は
出
来
な
い
も
の
か
。

地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
で
地
域

全
体
で
猿
対
策
が
出
来
な
い
か
。

　

鳥
獣
害
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
地

域
に
育
て
る
た
め
「
鳥
獣
対
策

講
習
会
」
な
ど
を
通
し
、
専
門

的
な
知
識
を
高
め
て
い
く
事

が
、
地
道
だ
が
大
切
だ
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

町
長　

生
息
数
と
し
て
は
増
加

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、

被
害
額
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
萩

阿
武
地
域
鳥
獣
被
害
対
策
協
議

会
が
国
庫
補
助
を
受
け
て
猪
用

の
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
や
、

猪
・
猿
用
の
電
気
柵
を
導
入
し

て
お
り
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど
の

外
来
種
も
多
く
目
撃
さ
れ
、
捕

獲
頭
数
が
増
え
て
い
る
。
今
年

度
よ
り
要
綱
を
新
た
に
整
備
し

「
広
報
あ
ぶ
」
６
月
号
で
周
知

し
て
い
る
が
、
猟
友
会
の
担
い

手
を
養
成
す
る
た
め
、
狩
猟
免

許
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
に

対
し
て
、
狩
猟
免
許
講
習
会
受

講
料
・
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料

を
補
助
し
て
い
る
。
福
賀
地
区

で
は
、
新
規
に
５
人
が
「
わ
な

猟
免
許
」
を
取
得
し
て
お
り
、

制
度
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
。

　

猟
友
会
員
は
緊
急
出
動
の

際
、
自
ら
の
仕
事
を
中
断
し
て

現
場
へ
急
行
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
費
用
弁
償
と
し
て
１
時

間
あ
た
り
１
０
０
０
円
を
支
給

し
て
い
る
。

　

鳥
獣
害
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、

県
の
「
鳥
獣
被
害
と
戦
う
強
い

集
落
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し

県
・
町
・
地
域
・
猟
友
会
が
一

体
と
な
っ
た
具
体
的
な
体
制
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

研
修
会
も
開
催
し
て
い
く
。

問　

超
高
齢
化
社
会
に
突
入

し
、
企
業
に
お
い
て
は
、
定
年

延
長
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

阿
武
町
の
職
員
の
多
く
が
、

今
後
一
斉
に
定
年
退
職
を
迎
え

る
が
、
そ
の
対
策
は
。

　

ま
た
、
昔
の
よ
う
に 

地
域

行
事
に
積
極
的
・
主
導
的
に
関

わ
っ
て
く
れ
る
職
員
も
徐
々
に

減
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

職
員
の
交
代
に
異
を
唱
え
る
訳

で
は
な
い
が
、
様
々
な
団
体
が

支
所
か
ら
人
を
減
ら
し
て
い
る

今
、
現
場
の
声
を
く
み
取
る
た

め
に
も
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
存
在

は
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

町
長　

阿
武
町
の
職
員
61
人
の

内
、
28
％
が
今
後
５
年
間
で
の

定
年
予
定
者
で
あ
る
。

　

国
等
に
お
い
て
は
定
年
年
齢

を
今
後
15
年
程
で
65
歳
と
す
る

こ
と
や
、
役
職
定
年
制
度
・
定

年
前
の
再
任
用
短
時
間
勤
務
体

制
、
対
象
職
員
の
給
与
水
準
を

引
き
下
げ
る
制
度
の
導
入
等
が

並
行
し
て
協
議
・
検
討
さ
れ
て

お
り
、
ベ
テ
ラ
ン
と
新
人
職
員

と
の
急
激
な
入
れ
替
わ
り
に
よ

る
影
響
が
緩
和
さ
れ
る
と
期
待

さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
定
年
制
度
の
延
長

に
は
、
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な

く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
加

齢
に
よ
る
能
力
や
身
体
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
衰
え
が
考
え

ら
れ
る
し
、
若
い
人
材
を
新
た

に
雇
用
し
づ
ら
く
な
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
。　
　
　
　
　

　

県
や
国
庫
補
助
を
有
効

に
利
用
し
、対
策
に
あ
た
る

A問

問 　

町
職
員
の
定
年
に
つ
い
て

Q　
今
後
５
年
間
で
定
年
を

迎
え
る
職
員
は
、
い
わ
ゆ

る「
団
子
状
態
」で
、
大
き

な
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

計
画
的
な
新
し
い
人
材
確

保
が
不
可
欠
で
あ
る

A

町
長

町
長

市原　旭 議員
いち はら　　 あきら

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

Q

町
長

問

　

町
職
員
の
定
数
は
65
人
で
あ

り
、
こ
れ
を
超
え
る
職
員
数
を

雇
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

定
年
制
度
等
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
国
の
方
針
や

法
律
を
遵
守
す
る
ほ
か
、
個
人

の
考
え
、
意
向
を
尊
重
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
地
域
活
動
へ
の
参
加

に
つ
い
て
は
、
職
員
自
身
も
住

民
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚

を
促
し
、
自
ら
が
主
体
的
に
行

事
に
参
加
す
る
よ
う
、
働
き
か

け
て
い
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の

運
行
実
績
で
乗
車
人
数
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
地
域
の
、
原

因
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
く
。　
　
　
　
　

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
は

平
成
24
年
５
月
に
開
始
し
、
初

　

Ｕ
タ
ー
ン
対
策
に
つ
い
て

Q　
ぜ
ひ
前
向
き
に
考
え
た
い

A

行
財
政
改
革
等

特
別
委
員
会
報
告

6
月
19
日
開
催

清水教昭 委員長
し　みず のり あき

問答 平
成
30
年
度
阿
武
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

Uターンして子育て
恵美奈さん親子
え　　び　 な
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年
度
は
約
３
０
０
０
人
の
利
用

が
あ
っ
た
が
、
平
成
30
年
に
は

全
体
で
１
３
２
４
人
と
、
半
分

以
下
に
な
っ
て
い
る
。
対
前
年

比
も
全
体
で
約
69
％
、
特
に
福

賀
地
区
は
約
56
％
と
、
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
。

　

福
賀
地
区
の
利
用
者
減
は
、

昨
年
11
月
の
い
ら
お
苑
の
開
設

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
が
、
そ

の
他
、
利
用
者
の
死
亡
や
入

院
、
他
施
設
へ
の
入
所
等
に
よ

る
減
少
も
あ
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
等
で
も

多
く
の
意
見
・
要
望
が
あ
り
、

運
転
方
法
等
に
つ
い
て
鋭
意
検

討
し
て
い
る
が
、
少
な
く
な
っ

た
と
は
い
え
、
利
用
者
は
あ

り
、最
低
限
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
機
能
は
果
た
し
て
い
る
。

問　

交
通
安
全
対
策
事
業
で
人

身
事
故
数
・
物
損
事
故
数
・
自

転
車
の
事
故
数
の
件
数
に
つ
い

て
、
そ
の
中
で
高
齢
者
の
事
故

件
数
と
免
許
返
納
者
数
の
実
態

に
つ
い
て
。　
　
　
　

答　

当
町
に
お
け
る
平
成
30
年

の
数
値
で
は
、
人
身
事
故
３
件

（
う
ち
高
齢
者
は
２
件
で
２

人
）、
物
損
事
故
59
件
（
高
齢

者
28
件
で
32
人
）、
自
転
車
事

故
１
件（
高
校
生
）。
合
計
63
件

の
内
、
高
齢
者
は
30
件
で
34
人

が
事
故
に
遭
っ
て
い
る
。

　

免
許
返
納
者
は
平
成
29
年
で

８
件
、
平
成
30
年
で
５
件
、
令

和
元
年
は
半
年
で
５
件
で
あ
る
。

問　

ハ
ッ
ピ
ー
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
で
は
、
人
口
規
模
に
対

し
参
加
率
が
高
く
、
ま
た
昨
年

よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
啓

発
の
成
果
だ
と
感
じ
る
が
、
要

因
は
何
か
。　
　
　
　
　
　

答　

平
成
29
年
は
当
事
業
を
始

め
た
年
で
あ
り
、10
月
１
日
か
ら

の
半
年
間
の
み
で
あ
っ
た
が
、平

成
30
年
は
通
年
で
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
や
す
く
す
る

た
め
、参
加
資
格
を
変
更
し
た
。

　

当
初
は
二
人
一
組
で
の
参
加

を
条
件
と
し
て
い
た
が
、
平
成

30
年
は
個
人
で
の
申
し
込
み
を

受
け
入
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

住
民
健
康
診
査
事
業
の
健

康
診
断
で
病
気
が
発
見
さ
れ
た

受
診
者
は
あ
る
か
。
そ
の
時
に

該
当
者
へ
の
通
知
と
、
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
の
方
法
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。　

答　

昨
年
の
が
ん
検
診
で
は
、

肺
が
ん
検
診
に
３
０
９
人
の
受

診
が
あ
り
、
１
人
、
が
ん
の
発

見
が
あ
っ
た
。
胃
が
ん
に
つ
い

て
は
精
密
検
査
を
要
す
る
方
が

12
人
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
が

ん
の
発
見
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

大
腸
が
ん
は
要
精
密
が
28
人

で
、
が
ん
発
見
は
０
人
。
子
宮

が
ん
は
要
精
密
が
１
人
で
、
が

ん
発
見
は
０
人
。
乳
が
ん
は
要

精
密
が
15
人
で
、
が
ん
発
見
が

１
人
。
前
立
腺
が
ん
は
要
精
密

が
５
人
い
る
が
、
が
ん
発
見
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
全
体
で
、

が
ん
の
発
見
は
２
人
で
あ
っ
た
。

　

検
査
の
結
果
、
要
精
密
と
判

定
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、
保

健
師
が
個
別
に
訪
問
し
、
精
密

検
査
の
勧
奨
を
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
が
ん
が
発
見
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
医
療
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問　

お
お
も
と
花
公
園
環
境
整

備
に
つ
い
て
、
散
策
ル
ー
ト
や

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
様
々

な
滞
在
型
観
光
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
活
用
展
開
は
描
か
れ

て
い
る
の
か
。　
　

　

ま
た
、
道
の
駅
か
ら
公
園
が

見
え
る
よ
う
に
す
る
対
策
は
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

昨
年
は
遊
歩
道
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
し
た
が
、
も
と
も

と
現
地
に
は
段
々
の
ミ
カ
ン
畑

が
あ
り
、
一
番
下
に
は
住
宅
が

あ
り
、
家
の
裏
に
あ
っ
た
高
さ

４
ｍ
程
度
の
暴
風
垣
を
１
・
５

ｍ
程
度
に
切
っ
た
。
今
後
、
こ

の
高
さ
く
ら
い
で
管
理
し
て
い

く
予
定
。
春
先
の
桜
は
よ
く
見

え
る
が
、
見
え
に
く
い
の
が
、

ツ
ツ
ジ
、
ア
ジ
サ
イ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
は
サ
ザ
ン
カ
も

植
え
た
が
、
木
が
大
き
く
な
れ

ば
道
の
駅
か
ら
も
見
え
て
く
る
。

　

お
お
も
と
花
公
園
を
整
備
し

た
当
初
の
目
的
は
、
道
の
駅
と

一
体
と
な
っ
た
憩
い
の
場
の
創

出
で
あ
り
、
道
の
駅
か
ら
季
節

の
花
が
見
え
る
公
園
が
あ
れ
ば

と
の
狙
い
で
あ
っ
た
が
、
距
離

が
離
れ
過
ぎ
て
い
る
こ
と
が

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、道
の
駅
そ
の
も
の
が
、

「
買
い
物
」の
た
め
の
機
能
が

大
半
で
、
滞
在
時
間
が
短
い
現

状
が
あ
る
。
今
後
、
ま
ち
の
縁

側
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開

の
中
で
、
阿
武
町
で
の
滞
在
時

間
を
長
く
す
る
方
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
こ
の
花
公
園
も
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

道
の
駅
に
新
支
配
人
が
就

任
し
た
が
、
地
域
産
業
の
振
興

の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

新
し
い
支
配
人
が
着
任

し
、
女
性
を
中
心
と
し
た
ス

タ
ッ
フ
に
従
業
員
教
育
を
施
し

て
い
る
。　

　

現
在
は
外
部
指
導
者
の
協
力

も
得
な
が
ら
「
売
り
方
の
工

夫
」
な
ど
も
教
育
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
教
育
の
成
果
は

徐
々
に
ス
タ
ッ
フ
に
浸
透
し
て

お
り
、
従
業
員
に
よ
る
「
声
か

け
」
や
、
接
客
時
の
専
門
性
な

ど
も
身
に
つ
き
つ
つ
あ
る
。

　

売
り
場
に
掲
示
す
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ

広
告
も
充
実
し
て
お
り
、
ソ
フ

ト
的
に
は
良
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
ま
ち
の
縁
側
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
、
道
の

駅
下
の
芝
生
広
場
を
中
心
に
交

流
・
滞
在
の
拠
点
づ
く
り
を
考

え
て
い
る
が
、
道
の
駅
本
体
の

ハ
ー
ド
整
備
も
し
て
い
き
た
い
。

問　

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ

い
て
、
町
内
の
入
場
者
数
の
実

態
は
。
ま
た
、
町
内
の
入
場
者

が
少
な
い
場
合
、
補
助
金
の
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。　

答　

２
０
０
５
年
か
ら
10
年
間

実
施
、
そ
し
て
昨
年
４
年
ぶ
り

に
復
活
し
、
ほ
ぼ
満
席
で
あ
っ

た
が
、
町
内
参
加
者
は
56
人
。

全
体
が
５
０
０
席
で
あ
る
た

め
、
１
割
強
程
度
で
あ
る
。

　

ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
専

門
性
の
高
い
音
楽
と
思
わ
れ
て

い
る
が
、
マ
ニ
ア
の
方
が
多

く
、
町
外
・
県
外
の
方
か
ら

「
な
ぜ
こ
の
小
さ
な
町
で
こ
ん

な
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
で
き
る

の
か
」
と
、
驚
か
れ
る
ほ
ど
質

の
高
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
。

　

地
元
か
ら
は
１
割
程
度
だ

が
、
残
り
4
5
0
人
近
い
方
々

が
阿
武
町
に
来
町
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
宣
伝
効
果
は

非
常
に
高
く
、
関
係
人
口
づ
く

り
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。

　

元
気
な
阿
武
町
と
い
う
印
象

を
広
く
町
外
に
発
信
す
る
た
め

１
０
０
万
円
の
補
助
金
を
出
し

て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
こ
の
金

額
で
十
分
な
成
果
を
得
ら
れ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

実
行
委
員
会
で
は
引
き
続
き

経
費
節
減
に
努
め
て
お
り
、
ご

理
解
願
い
た
い
。

平
成
30
年
度
阿
武
町

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

問　

機
能
強
化
対
策
工
事
に
お

け
る
マ
ン
ホ
ー
ル
工
事
で
は
、

硫
化
水
素
の
影
響
に
よ
る
腐
食

が
見
ら
れ
た
。
硫
化
水
素
は

目
・
皮
膚
・
粘
膜
を
刺
激
す
る

有
毒
な
気
体
で
あ
り
、
法
に
定

め
ら
れ
た
特
定
悪
臭
物
質
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。　
　

　

工
事
の
際
に
、
作
業
者
ま
た

は
周
辺
の
人
家
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
さ
れ
た
の
か
。

答　

処
理
場
に
は
汚
水
が
流
れ

る
管
が
あ
る
が
、
汚
水
が
滞
留

す
る
と
硫
化
水
素
が
発
生
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
劣
化
し
て
強

度
が
維
持
で
き
な
く
な
る
た

め
、
こ
の
度
改
修
し
た
。

　

作
業
前
に
は
業
者
か
ら
作
業

計
画
書
を
提
出
さ
せ
、
内
容
を

確
認
後
、
工
事
に
着
手
。

　

業
者
に
よ
る
と
、
こ
の
度
の

マ
ン
ホ
ー
ル
は
ふ
た
を
開
け
な

い
限
り
臭
い
は
せ
ず
、
開
け
た

際
の
臭
い
も
刺
激
臭
ほ
ど
で
は

な
い
と
の
こ
と
で
、
内
部
で
の

作
業
も
少
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
換
気
に
十
分
注
意
し
て
工

事
を
進
め
る
よ
う
指
示
し
た
。

　

周
辺
の
民
家
に
は
、
事
前
に

作
業
内
容
や
日
程
等
を
周
知
し

た
が
、
こ
の
度
は
民
家
か
ら
30

〜
40
ｍ
離
れ
て
い
た
た
め
影
響

は
な
く
、
事
前
の
測
定
等
は

行
っ
て
い
な
い
。

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

答

問答



　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成19年度決算から健全化判断比率及び公営企
業会計の資金不足比率の算定・公表が義務づけられました。
　平成30年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりです。
　いずれの比率も早期健全化基準、経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にありますが、引き
続き効率的な財政運営に努めていきます。

阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表について

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

①実 質 赤 字 比 率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将 来 負 担 比 率

阿武町の
算定結果
－
－
△１．１
－

※１
※２
※３
※4

対象公営企業会計
簡易水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
漁業集落排水事業特別会計

算定結果
－
－
－

経営健全化基準

２０．０

早期健全化基準
（注意指数）

１５．０
２０．０
２５．０
３５０．０

財政再生基準
（危険指数）
２０．０
３0．０
３５．０

※１　実質赤字比率は、普通会計で3億9,608万円
（19.71%）の黒字であるため該当する数値（赤字
額）がないことを表します。

※２　連結実質赤字比率は、全会計で4億9,281万
円（24.53%）の黒字であるため該当する数値（赤
字額）がないことを表します。

※３　実質公債費比率は、毎年度経常的に収入さ
れる財源のうち、実質的な公債費相当額の占め
る割合の3ケ年平均値ですが、3ケ年の算定結果
がマイナスとなり、3ケ年平均で△1.1となった
ものです。          

※４　将来負担比率は、将来負担すべき負債が充
当可能な財源で賄えることから該当する数値
（実質的な将来負担額）がないことを表します。

　公営企業に係る３つの特別会計については、いずれも資金不足が生じ
ていないため該当する数値（資金不足額）がないことを表します。

○資金不足比率

○健全化判断比率
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山
口
県
県
消
防
学
校
（
山
口
市
）
で
開
催

阿
武
町
消
防
団
宇
田
郷
分
団 

山
口
県
消
防
操
法
大
会
で
５
位

9 / 2 1

火点は前方の標的！「操作始め」の合図で、
56ｍ先までホースを延長して放水。
標的を倒すまでの所作とタイムを競う。

「小型ポンプ操法」の部に出場
タイムは49.95秒（13組中5位）

阿武町総合防災訓練
でも披露

小型ポンプ操法ベスト８
順位
1
2
3
4
5
6
7
8

出場隊名
萩市 大島分団
周南市 第14分団
萩市 須佐方面団
光市消防団
阿武町消防団
山口市 柚野分団
下関市 吉田分団
山口市 鋳銭司分団

タイム
44.34秒
46.27秒
49.08秒
45.22秒
49.95秒
52.16秒
47.75秒
49.96秒

阿武町消防団では練度向上を目指して２年に一度、県消防操法大会に出場しています。
今年の町代表は宇田郷分団。去年６月から訓練を始め、今年４月からは週２回、夜の
尾無漁港に集まって練習を重ねてきました。

　　　　　　　指揮者・竹本さん「みんな一生懸命がんばったので、結果には満足しています」
１番員・門井さん「ホース巻きなど毎回の練習準備で支えてくれた仲間たちに心より感謝です」

前列左２番目から竹本紀行さん・
門井 淳さん・廣石祐二さん・
藤本健一さん・波田野祐太さん

たけ もと のり ゆき

かど　い　あつし　　　　　　　 ひろ いし ゆう　じ

ふじもと けん いち　　　　　　　　 は　 だ　 の　ゆう　た

団員の声
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福賀高齢者福祉複合施設建設事業
過疎対策道路事業
消防救急事務委託事業
保育所運営事業
老人福祉施設入所措置費
公営住宅整備事業
生活介護給付事業
塵芥処理対策事業
分譲宅地整備・販売事業
中山間地域等直接支払交付金事業
多面的機能支払交付金事業
福祉医療扶助事業
バス路線維持対策事業
阿武小学校特別教室増設事業
一般単独道路事業

一般会計「平成30年度事業」ベスト15
（主要な施策の実績表より抜粋）

（単位：千円）
順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５

161,554
93,928
89,771
63,047
62,919
57,284
46,709
45,395
41,012
40,591
36,690
34,348
28,906
24,138
23,426

事　　　　　業　　　　　名 事業費

平成30年度に
町民1人あたりに使った金額は

※平成31年3月末現在
　　　人口　3,285人

（一般会計 平成30年度末現在）

平成30年度　一般会計歳入歳出決算額款別構成図
歳入　33億176万4,111円歳出　28億8,252万3,516円

総務費
650,071,624円

土木費
247,400,905円

民生費
841,206,396円

平成30年度　一般会計及び特別会計決算額表

予算に対
する執行率

国民健康保険事業（事業勘定）
国民健康保険事業（直診勘定）
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業

一　般　会　計

合　　　計

特
　
別
　
会
　
計

予算に対
する収納率決 算 額予 算 額 決 算 額予 算 額

収支差引
残　　額

歳　　　　　　入
会　　計　　名

歳　　　　　　出
（単位：円）

農林水産業費
244,220,137円

労働費　517円
災害復旧費　5,090円
諸支出金　11,683円
議会費　13,420円
商工費　14,801円
消防費　41,059円
衛生費　42,956円

総額
877,481円

民生費
256,075円

総務費
197,891円

土木費　75,312円

農林水産業費　74,344円

教育費　72,296円

公債費　72,036円

交通安全対策
特別交付金
764,000円
利子割交付金
　　　679,000円

地方特例交付金　847,000円
株式等譲渡所得割交付金　871,000円

配当割交付金　964,000円
繰入金　2,047,000円
寄附金　7,405,000円

自動車取得税交付金　11,525,000円
分担金及び負担金　30,202,070円

諸収入　31,365,892円
地方譲与税　33,443,000円
財産収入　45,926,525円

使用料及び手数料　57,280,657円
地方消費税交付金　58,301,000円

国庫支出金　160,837,652円
町債　183,600,000円

3,131,401,483 
710,651,000 
67,169,000 
76,198,000 
654,818,000 
56,760,000 
93,896,000 
68,865,000 

4,859,758,483 

3,301,764,111
773,423,327
63,539,185
75,687,080
648,110,827
50,801,164
92,856,440
67,331,175

5,073,513,309

105.44%
108.83%
94.60%
99.33%
98.98%
89.50%
98.89%
97.77%
104.40%

3,131,401,483 
710,651,000 
67,169,000 
76,198,000 
654,818,000 
56,760,000 
93,896,000 
68,865,000 

4,859,758,483 

2,882,523,516
677,021,369
63,468,134
75,657,163
648,001,540
49,373,775
92,779,695
67,312,160

4,556,137,352

92.05%
95.27%
94.49%
99.29%
98.96%
86.99%
98.81%
97.75%
93.75%

419,240,595
96,401,958

71,051
29,917
109,287
1,427,389
76,745
19,015

517,375,957

教育費
237,492,900円

県支出金 299,377,569円

繰越金
406,146,119円

平成３０年度の決算概要

公債費
236,637,805円

衛生費
141,110,880円

町税
290,920,627円

災害復旧費　16,720,134円
諸支出金　38,377,240円
議会費　44,085,879円
商工費　48,622,271円
消防費
134,878,345 円

労働費
1,699,000円

地方交付税
1,679,261,000円
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ま
ず
は
座
学
で
、
無
角
和

牛
の
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
に
取

り
組
ん
で
い
る
藤
尾
さ
ん
か

ら
基
礎
知
識
に
つ
い
て
教
わ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
賀
地
区
に
あ

る
無
角
和
牛
の
繁
殖
セ
ン

タ
ー
や
放
牧
地
を
訪
ね
、
本

物
の
牛
た
ち
が
飼
育
さ
れ
て

い
る
環
境
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
は
、
肉
の
旨
味

た
っ
ぷ
り
の
、
無
角
和
牛
の

ス
テ
ー
キ
を
試
食
！

　

見
て
・
食
べ
て
・
学
ん
で
。

無
角
和
牛
の
可
能
性
を
、
五

感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

一
日
で
し
た
。

　

shiB
ano

に
て
、
山
口
県
古
民
家
再

生
協
会
と
の
共
同
で
、
空
き
家
の
利
活

用
を
考
え
る
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

14
人
が
参
加
し
て
、
町
内
の
空
き
家

を
見
学
。
優
れ
た
活
用
例
と
な
り
得
る

「
モ
デ
ル
物
件
」を
探
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
モ
デ
ル
物
件
を
「
魅
力
あ

る
空
き
家
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
付
加
価
値
」

を
紹
介
す
れ
ば
良
い
か
検
討
し
ま
す
。

　
「
21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所（
通
称
：
ラ
ボ
）」
の
勉

強
会
が
「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ーshiB

ano

」
で

開
催
さ
れ
、
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
藤
尾
凜
太
郎
さ
ん
の

企
画
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
阿
武
町
内
で
飼
育

さ
れ
て
い
る
「
無
角
和
牛
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

２１世紀の暮らし方研究所　通信
   ～「無角和牛」勉強会 ＆ 空き家見学会～

ふ
る
さ
と
の｢

食｣

の
お
宝

魅
力
が
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
！

「
無
角
和
牛
」勉
強
会

 無角和牛はここで育つ！福賀地区にある牛舎を見学

藤尾さん
ふじ　お

9 / 7
◆
次
回
ラ
ボ
の
ご
案
内
◆　

11
／
23（
土・祝
）
午
後
１
時
半
〜
午
後
４
時
半
（
阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ーshiBano

）【
内
容
】「
す
み
ク
ラ
ス
〜
空
き
家
の
活
用
を
考
え
る
〜｣

し　
　

ば　
　

の

ふ
じ　

お　

り
ん　

た　

ろ
う

【日時】11月９日（土）午前10時～午後２時 【定員】13名
【場所】阿武町暮らし支援センターshiBano 【参加費】4,000円

百聞は一見にしかず。町内の空き家めぐり

体験型イベントのおしらせ

まずは、モーッと多くの町の人に
「無角和牛」について、知ってほしい！

美味しい「無角和牛」の
料理を食べられる機会を
増やせばよいかモー…？

〈発芽玄米味噌づくり〉『福賀キッチン』のランチと、味噌のお土産つき♪
問い合わせ　まちづくり推進課

☎ ０８３８８-２-３１１１

す
み
ク
ラ
ス×

ラ
ボ

　
　
空
き
家
見
学
会

9 / 2 1
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shiBanoニュース 
第６回
素材の味を生かすということ

阿武町暮らし
支援センター shiBano　
■tel：０８３８８ｰ２ｰ３３８８
■mail：shiBano3388@gmail.com

阿武町地域おこし協力隊
　石川翔子さん（34）

いし　かわ しょう　こ

山口市出身。阿武町の食材を生かした料理を研究中。
協力隊としての任務は「体験型イベント」の企画。

今月の
記者

阿武町暮らし支援センターshiBanoは、
まちづくりに取り組む人たちの集いの場。
このコーナーでは、
まちに元気を発信しようと活動する人たちに、
　　　　　　記事を書いていただきます。

し　 ば　 の

こんにちは。
2019年1月に阿武町に引っ越してきました、
石川翔子と申します。　
地域おこし協力隊をしながら、
『福賀キッチン』としても活動しています。　
数年ほど岡山県倉敷市で仕事をし、
将来は地元である山口で過ごしたいと思い、
帰ってきました。

私は今、福賀に住んでいます。　
ただ、ここに住み続けるには、
生活の基盤となる仕事が必要です。　
地域おこし協力隊の任期は、
１年更新で最長３年と決まっており、
その間に、自分の生業を見つけなければいけません。

協力隊には、月に４日間ほど、
起業のために使える時間があります。　
私は、その制度を利用して、
『福賀キッチン』という名前でお店を開き、
地元の食材を使って作った料理を提供しています。

素材の味を生かした味付けを心がけています。　
丹精込めて作られた食材には、個性があり、
しっかりと味や、香りがします。　
それを味わってもらえるように、
調理人は、手間を惜しまない事で、
素材を引き立たせることが大切だと考えています。　
「このトマト美味しい！」
「ピーマンの香りがする！」
「手づくりの味噌ってこんなに美味しいんだ！」　
そう感じながら食べてもらえるように、
出汁を引いたり、
時間をかけてソースを作ったりします。　
それが、生産者の方と消費者をつなぐ
きっかけになればと思っています。

11

「
手
づ
く
り
味
噌
」を
味
わ
う
教
室
を
企
画

次
回
は
11
月
９
日（
土
）に
開
催
予
定

「shiBano

」で
開
催
・
福
賀
キ
ッ
チ
ン

お
客
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
も
大
切
に

食
材
も
、味
付
け
も
、

か
ら
だ
に
や
さ
し
い
、こ
だ
わ
り
料
理

いし かわしょうこ

【これまでに企画した体験型イベント】
　魚の捌き方、キウイ染め、お茶摘み、磯遊び、味噌づくり、エコスピーカーづくり教室など

はじめまして

なり わい
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1 2

3 4

5 6 7

8 9

❶徒競走＜中＞ ❷徒競走＜小＞ ❸猪突猛進ドドドドドッ！＜中＞ ❹女子全員リレー＜小・中＞
❺奪っていこうぜ！！＜中＞ ❻時代をつなぐ～昭和編～＜小４・５・６＞ ❼組み立て体操＜中＞
❽がんばっていきまっしょい＜ＰＴＡ＞ ❾よい子のかけっこ＜来年度の新入学児＞

●大玉送り＜小・中＞

　

１
８
２
人
の
児
童
生
徒
が
青
空
の
下
を
駆
け
抜
け

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
入
学
前
の
保
育
園
児
や
卒
業
し

た
高
校
生
た
ち
の
姿
も
。
世
代
を
超
え
た
絆
で
結
ば

れ
た
元
気
な
声
は
、
町
の
未
来
に
響
く
エ
ー
ル
で
す
。

中
村 

桃
花
さ
ん（
中
３
）

藤
井 

蒼
太
く
ん（
小
６
）

幸
坂 

怜
哉
さ
ん（
中
３
）

水
津 

泰
羅
く
ん（
小
６
）

阿
武
小
・
中 

合
同
大
運
動
会

9 / 1 5

Ｎｅｖｅｒ ｇｉｖｅ ｕｐ
～心を一つにみんな

でＧＯＡＬ！～
Ｎｅｖｅｒ ｇｉｖｅ ｕｐ
～心を一つにみんな

でＧＯＡＬ！～
Ｎｅｖｅｒ ｇｉｖｅ ｕｐ
～心を一つにみんな

でＧＯＡＬ！～

お
見
事…

！！

全校児童生徒
小学生 123人
中学生 59人
合計 182人

赤組
団長

白組
団長

な
か　

む
ら　
　

も　
　
か

ふ
じ　

い　
　

そ
う　

た

こ
う　
さ
か　
　
さ
と　

や

す
い　

づ　
　

た
い　

ら
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1716

151413

2120

12

10 11

18

19

22

10男子全員リレー 1112応援合戦＜中＞ 13あぶ小にＡ・ＲＡ・ＳＨＩをまきおこせ＜小１・２・３＞
14思い出ピクニック＜小６中３親子＞ 15阿武町音頭＜全＞ 1617応援合戦＜小＞ 18部活行進＜中＞ 
19時代をつなぐ～平成編～＜小１・２・３＞ 20一致団結２０１９＜中＞ 21阿武合戦２０１９＜小４・５・６＞ 22選手リレー＜小中選抜＞

ソ
イ
ヤ
ッ
ッ
ッ
！！

い
つ
も
俺
た
ち

が
ん
ば
っ
て
き
た
！！
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町
が
進
め
る
１
／
４
ワ
ー
ク

ス（
農
繁
期
の
短
期
就
農
）の
取

り
組
み
で
、
３
人
の
若
者
が
、

人
手
不
足
の
ほ
う
れ
ん
草
の
収

穫
作
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
夏
に
引
き
続

き
参
加
の
中
塚
さ
き
さ
ん
に
加

え
、
松
縄
歩
実
さ
ん（
写
真
右
）

中
川
百
合
子
さ
ん（
左
）。

　

農
家
の
原
勝
志
さ
ん
は
「
こ

の
時
期
は
収
穫
作
業
が
追
い
付

か
な
い
の
で
、
本
当
に
頼
も
し

い
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
千
年
先
ま
で
残
る
物
は
、

一
体
な
ん
で
し
ょ
う
？
」

　

こ
の
問
い
掛
け
は
、
萩
高
校

奈
古
分
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
環
と
し
て
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
講
演
会
で
の
ヒ
ト

コ
マ
。
講
師
は
著
書
「
里
山
資

本
主
義
」
で
知
ら
れ
、
地
方
の

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
提
唱
す
る
、
地
域
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
藻
谷
浩
介
さ
ん
。

　

将
来
を
考
え
る
高
校
生
た
ち
に
、
阿
武
町
の
未
来
や
こ
れ

か
ら
の
日
本
社
会
の
目
指
す
べ
き
方
針
な
ど
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。
講
演
の
詳
し
い
内
容
は
萩
高
校
奈
古
分
校
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

森・里・海Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

宇
生
賀
で
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
が
活
躍

　
　
ほ
う
れ
ん
草
農
家
に
〝
援
農
〞

奈
古
分
校
の
生
徒
た
ち
に
エ
ー
ル

　
　
　  

藻
谷
浩
介
さ
ん
が
講
演

9/12

　

宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
拠
点
に
町
内
外
か
ら
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
試
合
を
楽

し
ん
で
い
る
「
宇
田
郷
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
（
会
長
：

杉
村
仁
五
郎
さ
ん
）
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
が
、
競
技
を
通
じ

て
か
ね
て
よ
り
親
交
の
あ
る

ｔｙ
ｓ（
テ
レ
ビ
山
口
）の
チ
ー

ム
と
対
戦
し
ま
し
た
。
市
町

の
垣
根
を
超
え
た
ス
ポ
ー
ツ

交
流
で
盛
り
上
が
り
、
再
戦

を
誓
い
ま
し
た
。

t
y
s
の
チ
ー
ム
と
対
戦
！

宇
田
郷
ソ
フ
ト 

小
郡
で
交
流
戦

9/27

　

学
校
の
コ
ー
ス
学
習
で
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
選
択
し
て
い

る
９
人
の
生
徒
た
ち
が
、
土
の

海
岸
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し

た
。

　

外
国
語
が
書
か
れ
た
大
量
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
、
長
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
竿
な
ど
、
流
れ
着

い
た
ゴ
ミ
を
協
力
し
て
拾
い
集

め
、
町
の
環
境
美
化
に
貢
献
。

　

活
動
の
成
果
は
、
10
月
26
日

（
土
）に
行
わ
れ
る
阿
武
中
学
校

の
文
化
祭
で
発
表
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

文
化
祭
で
発
表
し
ま
す
！

　
　
阿
武
中
生
徒
が
海
岸
清
掃

10/2

10/5

　

か
つ
て
「
奈
古
銀
座
」
と
呼

ば
れ
た
通
り
に
、
に
ぎ
わ
い
を

再
び
…
。
そ
の
よ
う
な
想
い
か

ら
、
町
内
の
「
も
の
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
」
の
協
力
で
始
ま
っ
た

イ
ベ
ン
ト
も
４
回
目
。
今
回
は

日
程
を
一
日
に
凝
縮
し
て
、
朝

か
ら
晩
ま
で
阿
武
町
で
過
ご
せ

る
よ
う
工
夫
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
「
河
野
酒
造
」

の
酒
蔵
で
は
、
手
作
り
作
品
の

展
示
・
販
売
だ
け
で
な
く
、
恒

例
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
読
み
聞
か
せ
と
い
っ
た
イ

ベ
ン
ト
も
。

　

奈
古
浦
に
あ
る
店
や
、
２
つ
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
も
会
場
と
な
り
、
機
織
り
体

験
や
駄
菓
子
屋
の
出
店
、
料
理
の
提
供

な
ど
の
催
し
を
企
画
。

　

そ
し
て
夜
に
は
、
来
場
客
が
手
作
り

し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
篭
が
奈
古
浦
の
路
地
を

優
し
く
照
ら
し
ま
し
た
。

　
「
も
の
づ
く
り
」
と
い
う
共
通
の
趣

味
を
軸
に
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
集
う
元
気
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

朝
か
ら
晩
ま
で
、魅
力
を
体
験

　
第
4
回 

あ
ぶ
の
べ
っ
ぴ
ん
市

も
　
　
た
に
　
こ
う
　
す
け

よ
ん
ぶ
ん
の
い
ち

ま
つ
な
わ 

あ
ゆ　

み

な
か
が
わ　

 
ゆ　
　
り　
　

こ
は
ら　

か
つ　

し

な
か
つ
か

阿
武
中・萩
高
奈
古
分
校
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍
！

素敵な手作り小物

アイロンがけ講座

カモメ食堂紙芝居にワクワクべっぴん灯篭

す
ぎ　

む
ら　
じ
ん　

ご　

ろ
う

は
た　
お



９
／
22　

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

暑
さ
の
残
る
日
々
で
も
、
夜
に

は
涼
し
げ
な
風
。
そ
の
よ
う
な

中
、
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】

★
優　

勝　

角
石
勝
枝（
宇
田
浦
）

★
準
優
勝　

杉
村
玉
子（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

嶋
戸
絹
江（
宇
田
浦
）

【
フ
リ
ー
の
部
】

★
優　

勝　

清
水
清
美（
宇
田
浦
）

★
準
優
勝　

中
村
晶
男（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

虎
竹　

彰（
宇
田
中
央
）

表
彰
席

【
実
り
の
秋

　

豊
作
願
い 

一
球
に
】

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
敬
称
略
）

か
ど
い
し　

か
つ　

え

す
ぎ
む
ら　

た
ま　

こ

し
ま　

と　

き
ぬ　

え

し　

み
ず　

き
よ　

み

な
か　

む
ら
あ
き　

お

と
ら
た
け　
　
　

あ
き
ら

宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

楽
し
む
会
の
み
な
さ
ん

【
レ
デ
ィ
の
部
】

★
優　

勝　

惠
美
奈
美
智
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
田
浦
）

★
準
優
勝　

岩
本
房
枝（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

村
木
眞
砂
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
田
浦
）

９
／
30　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
男
性
の
部
】

★
優　

勝　

中
村
晶
男（
宇
田
中
央
）

★
準
優
勝　

岩
本　

清（
宇
田
中
央
）

★
３　

位　

小
田
慎
也（
宇
田
中
央
）

【
女
性
の
部
】

★
優　

勝　

金
子
里
緒（
宇
田
浦
）

★
準
優
勝　

清
水
紀
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
田
浦
）

★
３　

位　

惠
美
奈
美
智
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
田
浦
）

な
か
む
ら　

あ
き　

お

い
わ
も
と　
　
　

き
よ
し

お　

だ　

し
ん　

や

か
ね　

こ　
　
り　
　

お

し　

み
ず　

き　

み　
　
こ

え　

び　
　

な　
　
み　

ち　
　
よ

え　

び　
　

な　

み　
　

ち　

よ

い
わ
も
と　

ふ
さ　

え

む
ら　

き　
　

ま　

さ　
　

え

スリッパ卓球大会入賞のみなさん

主
催
：
宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会

主
催
：
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

令和元年度 介護予防教室（地域支援事業総合事業）
　令和元年９月をもって社会福祉協議会に委託していた奈古・宇田郷地区の介護予防教室「ワハハ元気
くらぶ」を終了し、10月から下記のとおり行うことになりました。

【日 時】毎週木曜日　9:30～11:30
【場 所】道の駅阿武町温水プール
　　　　（☎2-3382）

①からだ元気メニュー　　●健康チェック　　●ストレッチ・100歳体操
　　　　　　　　　　　　●元気になる食事や口・歯の健康教室
②脳と心の元気メニュー　●季節に応じた作品づくり　　●簡単な計算や音読
　　　　　　　　　　　　●アイデア満載のレクリエーション
【参加費用】●原則300円／回（所得により変動あり）
  ※送迎が必要な方は、１回50円が必要です。｠

奈古地区介護予防教室「まめり」
～元気な体でいつまでも～

＜委託先：太陽コミュニケーションズ＞

【日 時】毎週水曜日　13:30～15:30
【場 所】ひだまりの里（☎4-0787）

宇田郷地区 介護予防教室

★ 笑顔満開 ★
「スマイルプラス」

＜委託先：阿武福祉会＞

問い合わせ
健康福祉課
☎2-3115

内
容
（
共
通
）

いつも笑顔でみんなを笑顔にしてくれるサツコさん。
お祝いの誕生会では、きれいにお化粧をして、ご挨拶。
まだまだ元気に歩き、自分で箸を持ち食事をします。
洗濯物をたたむのも手伝ってくれます。
「ご飯を炊かんといかんが、なんもできんからすまんね」と
立ち上がろうとする姿も、すべてが愛らしいサツコさん。
いつまでも元気に楽しくすごしましょう！　阿武福祉会より

祝100歳！ 祝100歳！ 祝100歳！ 祝100歳！ 
吉岡サツコさん（恵寿苑）大正８年10月５日生まれ　
よし　おか

記念品を受け取る吉岡サツコさん（写真右）
阿武福祉会の藤山千佳子苑長といっしょに

よし  おか

ふじやま　ち　 か　 こ

おめでとうございますおめでとうございますまちのご長寿
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28

39

410

511

612

1319

14
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令
和
元
年
度

10
月
６
日 

宇
田
郷
地
区 

阿
武
町
総
合
防
災
訓
練

8:43【町長による「災害対策本部」の設置宣言】❶
8:44【ふれあいセンターに「避難所」開設着手】❷
8:45【避難準備・高齢者等避難開始の無線放送】❸
9:03【護岸決壊。消防団に「土のう積み」指示】❹
9:05【宇田八幡宮で火災。消防団に消火指示】❺❻
9:07【ひだまりの里付近で車両火災。消火指示】❼
9:16【宇田八幡宮に萩消防到着。消防団と連携】❽
9:20【土砂崩れにより「家屋倒壊」。救出指示】 ❾
9:23【倒壊家屋の負傷者救出。「機動隊」要請】 10
9:24【県道土砂崩れのため「シート張り」指示】11
9:30【火災の現場を再現した「煙体験」を開始】12

 9:38【救助された負傷者に「心肺蘇生」】13
 9:45【救急車が到着。負傷者を救急搬送】14
 9:50【女性消防団員による「初期消火」】15
10:05【防災ヘリ「きらら」が着陸準備】　16
10:13【「ひだまりの里」が孤立。
　　　「きらら」が屋上から救助】　17181920

訓 

練 

ス 

ケ 

ジ 

ュ 

ー 

ル

陸上自衛隊＆日赤奉仕団
カレーの炊き出し

すい　 ず　 あおい

水津 葵さんも訓練に参加
（奈古・下郷出身の女性自衛官）

【
11
／
９
〜
15
】 『
ま
さ
か
よ
り　
も
し
も
で
確
認　
火
の
始
末
』

重
点
目
標
は
、【
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
】、【
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防
止
対
策
の
推
進
】、【
野
焼
き
火
災
や
林
野
火
災
等
予
防
対
策
の
推
進
】
等

令
和
元
年

秋
季
山
口
県
火
災
予
防
運
動

20

◆地震・津波・土砂災害など、近年多発する災害を想定
して訓練を行いました。参加者は地域住民222人、関係
団体を含めると400人以上でした。
◆会場の宇田郷地区には、海沿いの自治会もあれば、山

を背に抱えた自治会もあり、場所によって
様々な災害が想定されます。訓練には消防
・警察・自衛隊など、様々な関係機関が携
わりましたが、地域のみなさんも、災害
時の避難の方法や心構え、関係機関の
動きを覚えることができましたか？
　近年の災害は、いつ、どんなとき
発生するか分りません。
日頃からの備えを心がけましょう。

初！「要救助者」役は町職員

空からの
迅速な救助に
頼もしさを
感じました！
う　 さ　がわ　 ひろ　き

健康福祉課　宇佐川 大貴 
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ひなみ

10月生まれ

井
町 

陽
菜
実
ち
ゃ
ん

（
岡
田
橋
）

平
成
30
年
10
月
28
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）春　

樹
さ
ん

（
マ
マ
）小
百
合
さ
ん

　

は
じ
め
ま
し
て
、
ひ
な
み

で
す
。
毎
日
お
姉
ち
ゃ
ん
、

お
兄
ち
ゃ
ん
に
囲
ま
れ
て
、

と
っ
て
も
に
ぎ
や
か
！

　

早
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

て
一
緒
に
お
散
歩
し
た
い
な

♥
　

バ
ナ
ナ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
が

大
好
き
！
こ
れ
か
ら
も
ご
飯

た
く
さ
ん
食
べ
て
お
お
き
く

な
る
ぞ
ー
!!

　

町
で
み
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
♥

い
　
ま
ち
　
ひ
　
な
　
み

は
る　
　
き

さ　
ゆ　

り

　

10
月
１
日
か
ら
「
保
育
料
の
完
全
無
償
化
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

少
子
化
が
進
む
中
、
子
育
て
世
代
の
経
済
面
で

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
は

じ
ま
っ
た
取
り
組
み
で
す
。

　

無
償
化
し
て
も
、
保
育
目
標
・
保
育
内
容
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
み
ど
り
保
育
園
が
あ
る
か
ら
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
保
育
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
が
い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
も
、
親
の
声
で
は
絵
本
を
読
ん
で

や
れ
な
い
し
、
ギ
ュ
っ
と
抱
き
し
め
て
あ
げ
る
匂
い
も
温
度
も
違
い
ま
す
。

　

保
育
園
は
、
子
育
て
の
代
わ
り
は
で
き
て
も
、
本
当
の
親
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
ど
う
ぞ
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
武
町
立
み
ど
り
保
育
園　

松
浦 

美
栄
子 

園
長　

保育園のいも掘り（10月10日）地域のみなさんに支えられて今年は大豊作！
11月7日には、みなさんを招待して、やきいもパーティーを開催する予定です。

① ０歳～年長児の保育料 完全無償化（一時保育・延長保育は有償です）
② ０歳～年長児の「給食のおかず代」無償化

子育て世代の親たちの反応

関谷 美香 さん（岡田橋） ２児のママ
　子育てをする親としては、かなり助かっています。
　３歳未満児も対象にしてくれるということなので
 「子育て世帯の人を阿武町に呼びたい」と思えるくらい。
　他のお友達にもアピールしたい良い政策だと思います。

松田 温美 さん（岡田橋） ２児のママ
　だんだん子どもの数が減っているのは感じるので…。
　これで、外から阿武町に移住してくれたり
　子どもの数が増えたりするかもしれないので、
　住んでいる者としては、すっごくありがたいですね。

藤田 秀義 さん（東方） ２児のパパ
正直、お金の面は大切なので、とても助かりますね。親にとっ
ても、生活にゆとりが生まれることで、より良い育児ができる
と思っています。僕たち世代が子どもを増やすことができれ
ば、地元を守ることができ、未来につながると思います。

無償化の
ポイント

ま
つ
う
ら　
　

み　
　
え　

こ

せき たに　　み　 か

まつ　だ　　あつ　み

ふじ　た　　ひで よし

10月スタート！ 保育料の完全無償化



Welcome to ABU Town!
みどり保育園 サブリナ・リエル先生

　10月１日 , みどり保育園に新しい先生がやってきました！
　阿武町では、未来を担う子どもたちが幼少期から英語に親しむことで、将来世界で活躍できるような
人に育ってほしいと、2012年にカナダにあるビショップス大学と協定を結び、毎年 10ヶ月のインター
ンシップ（就業体験生）として学生を招いて、みどり保育園で子どもたちに英語を教えてもらっています。

　この度、８人目として訪れたのは、サブリナ・リエル先生。
　これまでにも、日本留学の経験があるので、日本語はペラペラ！
英語だけでなくフランス語・ドイツ語・スペイン語も話すことができ、
将来は「世界中を旅する通訳」になることが夢だということです。

　とくに文化を学ぶことが好き！
　日本の文化は特別。
　カナダには、
　そんなに深い文化がないので
　日本はとても面白いと思う！

Ｑ. 日本の
　  好きなものは？
Ａ. 全部！

好きな食べ物は？
イチゴとラズベリー！

「なんにん家族ですか？」
「４人家族で、弟がいます」

特技はダンス！
さっそく子どもたちと一緒に

サブリナ・リエル先生は
２０２０年７月末まで、
阿武町に滞在する予定です。

Hello!  My name is
 

SABRINA RIEL.

I'm from Canada,

Bishop’s Universit
y!

阿武町のみなさん。

これからよろしく
　　　　お願いします

！

　みなさんと仲良く

　　　　　なりたいで
す！
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１　調査の概要（目的）
　・義務教育の機会均等と、その水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析
し、教育施策の成果と課題を検証し、改善を図る。また、学校における児童生徒への教育指導の充実や、学
習状況の改善等に役立てる。

２　教科に関する結果

【課題】特に課題が見られる点
　小学校　国語　目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く（38.1％）
　　　　　算数　示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述できる（38.1％）
　中学校　国語　文章の構成や展開に即して情報を整理し、内容を捉えること（63.2％）
　　　　　数学　簡単な場合について、確率を求めることができる（31.6％）
　　　　　英語　書かれた内容に対して、自分の考えを示すことができるよう、話の内容や書き手の意見などを
　　　　　　　　とらえることができる（5.3％）

３　児童生徒質問紙
　・自分にはよいところがあると思いますか。（■あてはまる、■どちらかというとあてはまる）
　　

　・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。
　　

　○自己肯定感で大切とされている「自分によいところがあると思いますか。」は県、全国より高い割合を示し
ている。その背景となる、「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。」や「ものご
とを最後までやり遂げて、うれしかったことはありますか。」も高い割合となっている。

　○地域との関わりにおいては、町内行事や学生ボランティア活動への積極的な参加により、県内上位の高い意
識となっていると考えられる。

４　今後の取組
　○学校全体で学力向上の取組（放課後学習会、サマースクール、チャレンジ○付け　等）
　○「学力向上担当者協議会」を年3回とする。各校の学力向上検証サイクルの見直し・改善を図る。
　○授業の構造化を明確にする（始業終業時間の徹底、めあてとふり返り・課題とまとめ）
　○コミュニティ・スクールの仕組みを活用し、積極的な授業参加や地域人材の効果的な活用を推進する。

平成31年度「全国学力・学習状況調査」における
阿武町の結果について（概要） 阿武町教育委員会  学校教育係

６３．８
６６．６

６８
６７

７１
６８

国　語
算　数

全　国山口県 
平均正答率（％）

小　学　校

阿武町区　分

７２．８
５９．８
５６．０

７４
６１
５５

７８
５３
４８

国　語
算　数
英　語

全　国山口県 
平均正答率（％）

中　学　校

阿武町区　分

阿武町

山口県

全　国

47.6 42.9

37.6 37.6

38.8 42.4

阿武町

山口県

全　国

31.6 57.9

31.7 45.8

29.0 45.1

阿武町

山口県

全　国

28.6 38.1

19.2 37.3

18.9 35.6

阿武町

山口県

全　国

31.6 36.8

13.2 29.9

11.5 27.9

4月18日
実施

小学校 中学校

小学校 中学校
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高
等
工
科
学
校
と
は
、
将
来
、
陸

上
自
衛
隊
に
お
い
て
高
機
能
化
・
シ

ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・

運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に

お
い
て
も
自
信
を
も
っ
て
対
応
で
き

る
陸
上
自
衛
官
と
な
る
者
を
養
成
し

教
育
す
る
学
校
で
す
。

〈
推
薦
〉

●
応
募
資
格

・
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
男
子

・
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど

　

に
顕
著
な
実
績
を
修
め
学
校
長
が

　

推
薦
で
き
る
者

●
受
付
期
間　

・
11
月
１
日
〜
29
日

●
試
験
期
日　

・
２
０
２
０
年
１
月
５
日
ま
た
は

　

６
日
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

〈
一
般
〉

●
応
募
資
格

・
中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
間　

・
11
月
１
日
〜

　

２
０
２
０
年
１
月
６
日

●
試
験
期
日　

・
一
次
試
験
　

２
０
２
０
年
１
月
18
日

・
二
次
試
験

　

２
０
２
０
年
１
月
31
日
〜

　

２
月
３
日
の
い
ず
れ
か
１
日
を
指

　

定
●
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
３
８
―
２
２
―
２
４
０
９ 

２０１９年度 陸上自衛隊　高等工科学校生徒の募集

10月1日  阿武町に新たな教育長
　平成16年から４期15年間務めた小田武之前教育長が、９月末
の任期満了をもって退任することとなり、新たに元・阿武小学
校長（平成25～27年）の能野祐司氏が教育長に就任しました。
　能野新教育長は、「ふるさと愛を基盤とした教育」の方針を受
け継ぎつつ、少子高齢化やＩＣＴの普及など、時代の変化に即
した教育の在り方を目指すとしています。

花
田
町
長
か
ら
任
命
書
を

受
け
取
る
能
野
新
教
育
長

　私は、９月末をもちまして阿
武町教育長を退任いたしました。
　平成16年10月から4期15年に
わたり、皆様方の温かいお力添
えにより、微力ではありました
が、教育行政に携わらせていた
だきましたことに厚くお礼申し
上げます。
  就任しました平成16年は、町
村合併が協議されていた時でし

た。阿武町は単独町制を選び、町が一体となって新
しい町づくりに取り組み、阿武町らしさが醸し出さ
れる町づくりが鋭意すすめられました。
　教育ではふるさと愛を基盤に、地域の特性を生か
し、人づくりは町づくり、生き生きと輝く人づくり
こそが、豊かな町づくりの根幹であると思い、教育
行政に取り組んで参りました。ご期待に添い得な
かったところもありましたが、町民の皆様と共に、
ここまで取り組んでこれましたことに心より感謝申
し上げます。
　これからは、皆様方からいただきました、ご厚情
を大切にしながら、一町民として、阿武町の発展に
努めながら、新たな人生を生きて行きたいと思いま
す。
　美しい自然、温かい人情の溢れる私たちのまち阿
武町が、いっそう発展することを祈念して退任のご
挨拶といたします。

退任のご挨拶を申し上げます

前 阿武町教育長
小田　武之
お　　だ　　　　たけ　ゆき

　就任に当たり、ごあいさつ申
し上げます。
　この度、小田前教育長のご勇
退に伴い、不肖私が後任として
教育長を拝命いたしました。
　「豊かで住みよい文化と歴史
の町」阿武町の教育行政に携わ
る重責に身の引き締まる思いで
ございます。
　さて、今は少子高齢化の進行

やグローバル化・高度情報化の進展など変化の激し
い時代です。そのような中、本町教育では「ふるさ
と愛」を基盤に「いきいきと未来に輝く人づくり」
を目標に、学校教育では心の教育の一層の深化・充
実を図り、ふるさとを愛し、夢や志を育み実現す
る、知・徳・体の調和のとれた、たくましい児童生
徒の育成に努めて参ります。
　社会教育では、多様化する学習ニーズに対応する
とともに、地域教育力の活性化に繋げ、自立と共生
をめざした人づくり・地域づくりを進めて参ります。
　本町教育は、諸先輩や関係各位のご尽力で素晴ら
しい実績を上げており、今後はそれを基に微力では
ありますが、さらに活力と魅力あふれる阿武町づく
りに寄与する教育の創造に努めて参る所存ですの
で、町民の皆様のご指導とご鞭撻を賜りますようお
願い申し上げ、就任のごあいさつといたします。

「いきいきと未来に輝く
人づくり」をめざして

新 阿武町教育長
能野祐司
のう　の　 ゆう　じ

お　　だ　たけ　ゆき

のう　の　 ゆう　じ
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ま
つ
り
シ
ー
ズ
ン
到
来
。

福
賀
神
楽
、
大
忙
し
!!

　

各
地
の
神
社
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
に
、
福
賀
神
楽
に
対
し
て
多
く
の

出
演
依
頼
が
舞
い
込
み
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
の
福
賀
地
区
敬
老
の
日

大
会
か
ら
、
７
日
は
宇
田
郷
地
区
で

の
初
披
露
、
21
日
は
奈
古
の
鶴
ヶ
嶺

八
幡
宮
、
29
日
は
福
田
八
幡
宮
、
10
月
５
日
に
は
Ｊ
Ａ
萩

統
括
本
部
悠
々
倶
楽
部
と
、
計
５
回
、
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
も
、
保
存
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、
毎
週
の
練
習

を
行
い
、技
の
習
得
の
た
め
に
精
進
研
鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

役
柄
も
共
有
分
散
化
す
る
こ
と
で
、
配
役
に
厚
み
を
持

た
せ
、
多
く
の
演
目
を
行
え
る
よ
う
に
し
、
世
代
交
代
も

進
み
や
す
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
業
や
地
域
・
家
族
行
事
も
あ
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
時

間
を
捻
出
す
る
の
は
、
各
会
員
の
弛
ま
ぬ
向
上
心
と
周
囲

の
理
解
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
努
力
に
敬
服
す
る
と

と
も
に
、
地
域
お
こ
し
の
一
つ
と
し
て
貴
重
な
文
化
継
承

に
、
今
後
と
も
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

9
／
27　

福
賀
高
齢
者
教
室

〜
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
〜

　

福
賀
こ
と
ぶ
き
会
と
福
賀
公
民
館
で

は
、
９
月
の
高
齢
者
教
室
と
し
て
、
萩

署
生
活
安
全
課
か
ら
講
師
を
招
き
、
振

り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る
特
殊
詐
欺

が
、
多
様
化
・
巧
妙
化
す
る
中
、
そ
の

現
状
や
手
口
を
学
び
ま
し
た
。

　

全
国
の
被
害
報
告
で
は
、
把
握
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
も
、
７
年
連
続
で
毎
日

１
億
円
以
上
の
被
害
が
出
て
い
る
こ
と

に
一
同
ビ
ッ
ク
リ
！
危
険
性
が
低
く
高
収
益
と
な
る
特
殊

詐
欺
は
「
犯
罪
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
た

め
、
無
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
。

　

電
話
で
お
金
の
話
が
出
た
ら
、
一
人
で
解
決
し
よ
う
と

せ
ず
、
誰
で
も
良
い
の
で
相
談
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

再
確
認
し
ま
し
た
。

9
／
27　

宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
刈
り
清
掃
作
業

　

地
区
の
運
動
会
を
前
に
行
う
、
恒
例
の
草
刈
り
作
業
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
内
は
乗
用
の

芝
刈
り
機
で
、
周
辺
の
雑
草

は
来
ら
れ
た
み
な
さ
ん
で
刈

り
ま
し
た
。
運
動
会
の
準
備

も
同
じ
時
間
に
行
い
ま
し
た

の
で
み
な
さ
ん
の
協
力
で
、

手
際
よ
く
準
備
が
出
来
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
翌

日
に
は
水
溜
ま
り
が
出
来
る
ほ
ど
の
雨
が
降
り
、
今
年
の

運
動
会
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

9
／
30　

白
熱
！ 

ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会

　

午
後
７
時
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

で
ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
14

人
と
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
男
女
に
分
か
れ
て
白
熱
し
た

試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

上
手
な
方
は
、
回
転
を

か
け
た
り
ス
マ
ッ
シ
ュ
を

打
っ
た
り
、
ス
リ
ッ
パ
と

は
思
え
な
い
技
術
を
駆
使

し
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

9
／
20

「
な
ご
み
会
」の

　

奉
仕
作
業
と

　
　

小
学
生
と
の
交
流
会

　

奈
古
寿
齢
ク
ラ
ブ
「
な
ご
み

会
」
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
阿
武

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
抜
き
奉

仕
作
業
に
取
り
組
み
、
小
学
４
年

生
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
草
抜

き
を
し
ま
し
た
。

　

続
く
交
流
会
で
は
、
こ
ま
ま
わ

し
・
お
手
玉
・
け
ん
玉
な
ど
の
遊

び
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。

10
／
5

子
ど
も
会
育
成
者
･
集
団

指
導
者
研
修
会

　

子
育
連
萩
管
区
の
研
修
会
を
阿

武
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
。
今
回
は
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
「
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
」
と
「
皿
ま

わ
し
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
育
成
者
と
子

ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
話
し

合
い
の
場
を
つ
く
り
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
つ
な
げ
る
た
め
の
意
見

や
目
標
を
発
言
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
立
て
た
目
標
を
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
生
か
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

来年は晴れますように…

草がたくさん取れました昔ながらの遊びで交流おっ！すごい！それぞれ話し合い

スリッパとはいえ、あなどるなかれ！

御花をいただきましたそんな卑劣な手…
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阿武町 緑のカーテン
コンテスト

優秀作品決定！！

　総数29作品の応募をいただき、本当にありが
とうございました。
　今年の夏は暑さに加え、度重なる台風の到来で
管理にご苦労されたことと思います。
　緑のカーテンがあることで、家の周囲の表面温
度を抑えることができ、見た目にも涼しさを感じ
ることが出来ます。
　来年もコンテストを行いますので、引き続き、
みんなで温暖化防止に楽しく取り組みましょう！

（敬称略）

【問い合わせ】
阿武町地球温暖化対策地域協議会事務局
☎２－３１１３（健康福祉課内）

優秀賞　吉屋　孝治（寺東）
よし　や　　　　たか　じ

優秀賞　波田　力（宇田浦）
は　 だ　　　 つとむ

優秀賞　JA山口県萩女性部奈古支部 うおなの郷

最優秀賞　萩阿武商工会阿武支所・女性部

クマと共存するための対策についてご紹介します。
●クマと出会わないために
□ 自分の存在を知らせる　▶クマ鈴・ラジオなど、音の出るものを携帯しましょう
□ クマの生態や行動についてよく知る
　▶各季節のクマの食べ物や生態を知ることで、遭遇を避けられる
□ 目撃・出没情報のあったところには近づかない
●クマに出会ってしまったら…まずは落ち着きましょう！
□ 距離が離れていた場合（クマがこちらに気付いていない）
　▶ゆっくりと静かに立ち去る
□ 比較的距離が近い場合（50m 程度）
　▶クマから目を離さずにゆっくり静かに後退する。森林内であれば、　
　　万が一の突進に備えて、クマとの間に障害物があるように移動する
◆問い合わせ　農林水産課　☎２－３１１４（クマ鈴は農林水産課及び各支所で貸出いたします。）

クマの出没に注意！！ 秋はクマが冬眠に備えて食欲が増す時季で、
餌を求めて活動が活発になります。

（写真出典：環境省）

団体の部

個人の部 最優秀賞　藤村　喜代子（市）
ふじ むら　　　  き　 よ　　こ

努力賞　小田　千菊（宇久）、能野　祐司（釜屋）
新人賞　礒部　秀昭（東方）
奨励賞　西村　浩一（宇田中央）、末若　憲二（市）
　　　　岡村　輝信（浜の二）、中野　忍（上東郷）

お　 だ　　　　ち　ぎく 　　　　　　　　　　　　のう　の　　　　ゆう　じ

いそ　べ　　　 ひで　あき

にし むら　　　こう　いち

おか むら　　　 てる のぶ　　　　　　　　　　　　　　　なか　の　　　しのぶ

すえ わか　　　けん　じ

令
和
元
年
度
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阿武町有害鳥獣捕獲研修会

せいじん　　　きよし

　有害鳥獣捕獲促進を図るため、鳥獣捕獲の担い手の確保・育成をめざし、効果的な「箱ワナ」設置
の方法を紹介する研修会を開催します。

◆主　催　阿武町有害鳥獣捕獲対策協議会
◆日　時　10月25日（金）午後１時半～（午後１時から受付）
◆場　所　町民センター多目的ホール
◆内　容　講演「効果的な「箱ワナ」設置方法」
　　　　　〈講師〉田布施町・熊南地区猟友会　清神　清　会長
◆定　員　70名程度
◆参加費　無料
◆問い合わせ　農林水産課　☎２－３１１４

恒例のルーラル３１５・３７６フェスタを福の里で開催！
　国道315･376号沿いの各朝市・直売所で特産品の販売、抽選で地域特産品が当たるスタンプラリ
ー等のイベントを開催。ぜひご家族・お友達同士でご来場ください！

◆日　時　11月9日（土）・10日（日）9時半～15時頃
◆場　所　福の里直売所（国道315号沿い）
◆内　容
　◎もちまき／両日13時～
　◎販売コーナー／新鮮野菜、漬物、おこわ、寿司、
　　　　　　　　　柏餅、焼き菓子、手作りパン、
　　　　　　　　　クッキー、ジャム各種などの販売
　◎飲食コーナー／手打ちそば、うどん、おにぎり、
　　　　　　　　　コーヒーなどホット飲料
　◎体験コーナー／杵つき餅試食、きな粉挽き体験、
　　　　　　　　　野菜収穫体験（有料）、
　　　　　　　　　すぼ柿づくり体験
◆問い合わせ　農林水産課　☎２－３１１４

阿武町自伐型林業推進フォーラム　　　
　今年７月から、地方創生推進事業「森里海新たなしごと創出プロジェ
クト」の一環として、「自伐型林業推進事業」がスタートしました。
　今年度は「モデル林創出」と「町民向け研修」に取り組みます。研修
の本格的な開始の前に、町民のみなさんに「自伐型林業」の特長や施業
方法についてご理解いただく機会として、フォーラムを開催致します。
◆日　時　10月26日（土）
　　　　　午前10時～12時（午前9時半から受付）
◆場　所　町民センター研修室
◆内　容　講演「全国の自伐型林業の取組みについて」
　　　　　ＮＰＯ法人「自伐型林業推進協会」
　　　　　中嶋 健造 代表理事
◆定　員　50名程度
◆参加費　無料
◆問い合わせ　農林水産課　☎２－３１１４

なか じま　　けん ぞう

講師プロフィール◆1962年生まれ。高知県
いの町在住。山の現場で自伐林家に驚き興味
を持ち、地域に根ざした環境共存型林業こそ
が「林業の王道」であると確信し、その普
及・推進を全国で展開中。「自伐型林業＋シ
ンプルなバイオマス利用＋地域通貨」を組み
合わせた「土佐の森方式」を確立させた。

主催：阿武町



25

家計調査のモニターを募集しています
　町では、家庭の生活費支出の実態を把握し、定住するための生活設計や地域の中でお金を上手く回し
ていくために検討する基礎資料の収集を目的として実施する「家計調査」のモニターを募集しています。

　調査にご協力いただける方は、11/8（金）までにまちづくり推進課までご連絡ください。

●調 査 期 間　令和元年12月～令和２年２月の連続した３ヶ月間
●調査世帯数　15世帯
●調 査 方 法　家計簿記入シートに記録し、1ヶ月毎に提出し調査委託先が集計
●調査委託先　一般社団法人「持続可能な地域社会総合研究所」
●そ　の　他　提出データには個人を特定する情報の入力はありません。（家族構成や地域属性のみ）
　　　　　　　調査にご協力いただいた際には調査委託先から謝金をお支払いいたします。
◆問い合わせ　まちづくり推進課　☎２－３１１１

　消費税法改正により令和元年10月１日から、消費税率が８％から10％へ変更
されました。このことにより各施設使用料を、11月請求分から消費税率を10％
で請求させていただきます。ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

■問い合わせ　土木建築課　管理係　☎２－３１１２　

水道施設及び集落排水施設の使用料は
11月請求分より新消費税率となります

◎マイナンバーカードとは
　プラスチック製のＩＣ
チップ付きカードで、氏名、
住所、生年月日、性別、マ
イナンバーと本人の写真等
が表示されています。

マイナンバーカードを作りませんか？

JR山陰本線改良工事に伴う運休のお知らせ
　枕木などの老朽化した線路整備の改良工事のため、次のとおり昼間時間帯を運休いたします。
●実施予定日時　以下のとおり概ね午前９時～午後５時半の時間帯
　・11/6（水）～8（金）　・12/24（火）～26（木）　・2/3（月)～5（水）
●運休区間　益田～東萩
●運休列車

●運休列車については、運休区間においてバスによる代行輸送を実施します。代行バスの時刻は、
　ＪＲ駅頭掲示ポスターまたはホームページをご覧いただくか、お電話でお問い合わせください。

・下り【益田→東萩方面】
益田発時刻 行　先
09：31
13：28

東　萩
長門市 ※１

※１ 益田～東萩のみ運休

木与発時刻 行　先
16：00 長門市 ※２

※２　木与～東萩のみ運休

・上り【東萩→益田方面】
東萩発時刻 行　先
08：41
13：54
15：13
16：58

益　田
益　田
木　与
益　田

問い合わせ
西日本旅客鉄道株式会社

長門市駅
☎０５７０－６６６－７２０

初回の交付手数料は
無料です。申請から
約１～２ヶ月後に
交付通知書が届きます。
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今回は９月２６日（木）に行われた『宇田郷しあわせ会』について、

田中洋子（宇田中央）、佐々木久子（宇田中央）、小林智子（宇田浦）がご紹介します。

調理のポイントを習いなが
ら、３つの班に分かれて民
生委員さんも一緒に昼食を
作りました。身近な野菜が
たっぷり使われた、減塩の
おすすめメニューです。

食前には宮久栄養士さ
んから誤嚥を防ぐため
に、嚥下体操の「あい
うべ体操」をご指導し
ていただきました。

いつも参加者募集の声かけをされる民
生委員さんは「高齢のお1人暮らしの方
が増えましたが、みなさんが参加しや
すいように声をかけている。自分もで
きるだけ毎回出席している」と話され
ました。

民生委員さんの声かけで参加された方
は「足の調子が悪いが送迎をしていた
だけるので参加しやすい。しあわせ会
に出かけていってみなさんに会うこと
で認知症にならないように気をつけて
いる」と話されました。

　しあわせ会は高齢者の方に必要な栄養が充分とれるようにメニュー
を考えています。今回もいろいろなアイデアがたくさん入っていて、
玉ねぎと赤味噌、白味噌、リンゴ酢の入った“スペシャル味噌”の作
り方も習いました。
　また食後には宮久栄養士さんのご指導により、椅子に座ってできる
ストレッチと寝ながらできるストレッチも習いました。食べることは
生きていく上での基本ですが、健康を保つためには体を動かすことも
大切で、いくつになっても無理なくできる運動を続けていくことが大
事だと思いました。
　毎日の食事づくりは面倒で、お1人暮らしだと簡単にすませてしま
いがちですが、しあわせ会に参加されて、「体にいい旬の食材をおい
しく楽しく食べていただき、心も体も元気になっていただきたい」と
思いました。ヘルスメイトとしてこれからも地域のみなさんの健康づ
くりをお手伝いしていけたらと思います。

玉ねぎたっぷりの赤ワ
インを使ったソースは鶏
肉だけではなく、野菜に
もぴったり！

た　なか　ひろ　こ さ　 さ　 き　 ひさ　こ こ　ばやしとも　こ

また宮久栄養士さんは「食べること
に集中して、しっかりかんでおいし
さを味わって食べてほしい」「鶏胸
肉は玉ねぎにつけてやわらかく食べ
やすくしてあるのでおすすめで、夏
の疲れに疲労回復によい食べ物で
す」と話されました。

 今回の宇田郷しあわせ会は総勢17人の参加があり、「皆で作って食べよう
長生きみそ汁～夏の疲れは鶏胸肉でとり戻そう！～」をテーマに宮久直子
管理栄養士さんのご指導のもと、“鶏胸肉のシャリアピンステーキ”をメ
イン料理に“出し昆布活用のキャベツの酢の物”“オクラ、えだ豆、しめ
じのスペシャル味噌汁”“甘酒ラッシー”など、４品に挑戦しました。

みや ひさ なお　こ



27

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

健康習慣⑦

みんなで実践！
　食べたものを材料として「からだ」は作られます。そして食べると
き“家族や仲間と食卓を囲む”という環境も含めて「こころ」が育ち
ます。空腹を満たすだけではなく、おいしく楽しく食事をして、食べ
物の栄養をしっかりと吸収して、健康的な一生涯を送りましょう。

“一生涯、続いていきます★食育！”
食べたものが「こころ」と「からだ」を作る★

“野菜もりもり！腹8分目食生活”

“素材の味を楽しもう！うす味食生活”

“間食はひかえめ！ごはんしっかり食生活”

【問い合わせ】健康福祉課
栄養士　☎2-3113

　山口県民は野菜の摂取量が
平均すると目標量よりも少な
いという結果になっていま
す。野菜はカロリーが少な
く、生活習慣病の予防に大変
効果的な食材です。体重を減
らしたい方、血圧を下げたい
方は薄味に味付けした野菜料
理がおすすめです。

　山口県民は食塩の摂
取量が平均すると目標
量よりも多いという結
果になっています。　
　食塩の摂りすぎは高
血圧を引き起こし、脳
血管疾患や心疾患、慢
性腎障害などの生活習
慣病の要因となるの
で、できるだけうす味
を心がけましょう。

　間食を食べて一息つくときに、ちょっと食べたらおいしいものは、砂糖
が使われていたり、バターやマーガリンなどの油脂が使われていたりする
ので、自然にカロリーが高くなっています。またスナック菓子やせんべい、
おつまみ類には食塩も多く、食事の味付けで塩分に気をつけていても、知
らず知らずのうちに間食から摂取する塩分量を増やしていることもありま
す。食べるときには、袋の裏面に記載されているカロリーや食塩表示など
を参考にして、一度にたくさん食べ過ぎないように気をつけましょう！
　「果物は大丈夫！」とついついおいしい秋の果物がたくさん出回ってい
るので、食べてしまいがちですが、果物にも糖分がたくさん含まれている
ので食べ過ぎると血糖値や中性脂肪を上げてしまいます。りんごやなしは
1日半分、柿やバナナは1日1コまで、たくさんあるときには家族やご近所
におすそ分けして食べましょう。

からだにやさしい！
“うましお”

うまく塩を
使おう！

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

「
○
○
ら
し
く
」
に
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る
の
は
　
性
別
じ
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く
て
　
あ
な
た
の
名
前
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　11月5日から住民票に旧姓が併記できるようになります。手続き後の旧姓は、選択表示ではなく常
時表示されます。また、旧姓併記をされた方は、旧姓での印鑑登録も可能になります。併記を希望され
る方は、役場本庁又は各支所で手続きをお願いします。なお、旧姓併記を廃止した場合は、旧姓での印
鑑登録は抹消されますのでご注意ください。

●問い合わせ　戸籍税務課　☎２－０５００　

住民票に旧姓が併記できるようになります

　萩広域シルバー人材センターでは、企業や家庭等から受注した高齢者向きの仕事を会員に提供してお
り、原則、阿武町にお住いの概ね60歳以上の方であれば、入会することができます。
　センターでは広く会員を募集しており、入会説明会を開催しますので就労をご希望の方はぜひご参加
ください。
◆説明会開催日時　11月8日（金）　①10:00～　②13:30～
◆開催場所　　　　町民センター　小会議室
◆会員の主な就業例
　剪定・草刈り・芝刈りなどの屋外作業、屋内の軽作業、自動車の運転、清掃、各種施設管理や駐車場
　管理、高齢者等の身の回りのお世話・食事の支度、会場の設営・あと片付け、あて名書き・賞状書き
◆申し込み・問い合わせ
　（公社）萩広域シルバー人材センター 阿武出張所　☎０８３88－2－2803

シルバー人材センター会員になって働きませんか

　今、地球がどんどんあたたまって、世界でいろいろな問題がおきています。これはわ
たしたちのくらしで発生する二酸化炭素（ＣＯ2）が原因といわれています。
　電気のむだづかいをしない工夫や、食べものを大切にすることなど、どんなことでも
“ エコ一句”にしてご投句ください。

募集期間：１０月１８日（金）～１１月２２日（金）まで
応募方法：①健康福祉課または各支所窓口備え付けの応募用紙に記入し投句
　　　　　②11月の各地区まつりでのエコブースにて投句
※優秀作品は、広報あぶで紹介させていただきます。また、記念品を贈呈いたします。

問い合わせ
　阿武町地球温暖化対策地域協議会　事務局　健康福祉課　☎２－３１１３

今年もやります！「阿武町でエコ一句」募集！
～エコについて「５・７・５」の１７文字で書いてみよう！～

税別標記の荷票は、
税込みで314円に

Ｑ．ごみ袋の料金は値上がりするの？
　10月から消費税が増税されたけど、
ごみ袋の料金もその分値上がりしますか？

Ａ．ごみ袋の料金は据え置きで
すが、大型ごみ専用荷票は
変わります。

　燃やせるごみをはじめ、毎日のように使用するごみ袋については、料金
を据え置きとします。
一方で、大型ごみを出す場合に貼る荷票シールについては、消費税増税分
値上げし314円での販売となります。

　ハテナ
まちの

　ハテナ
まちの ????

【
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成
30
年
度
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ハートピア共済制度
　交通事故・労働災害・病気やけがなどの死亡、生涯、入院等、住宅災害や結婚、出産、銀婚、小・
中・高校入学などの給付があります。
　さらに、全国宿泊施設利用料助成、人間ドック・脳ドック受診料助成、国家資格試験等受験助成や
協定している施設の利用割引もあります。
特典：事業所が従業員のために共済掛金を負担された場合は、損金または必要経費として算入できま
す。

◆加入条件
　○加県内の中小企業の勤労者で、契約発行日の前日に健康な方。
　○年齢は、満15歳～満71歳未満（子どもは０歳～満25歳未満）
　○１ヶ月の掛金（1人分）は、１型450円～４型2,000円
　　　　　　　　　　　　　　　高齢者型450円・ファミリー型500円

県内の中小企業で働く従業員のための共済制度です。

～納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
年末調整・確定申告まで大切に保管してください～

　国民年金保険料は、所得税法及び地方税法上、
健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場
合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税
所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成31年１月から令
和元年12月までに納められた保険料の全額で
す。過去の年度分や追納された保険料も含まれま
す。
　また、ご自身の保険料だけでなく、ご家族(配
偶者やお子様等)の負担すべき国民年金保険料を
支払っている場合、その保険料も合わせて控除が
受けられます。
　なお、本年中に納付した国民年金保険料につい
て、社会保険料控除を受けるためには、年末調整
や確定申告を行うときに、保険料を支払ったこと
を証明する書類の添付が必要となります。　　　
　このため、平成31年１月１日から令和元年９

年金のたより

｢社会保険料（国民年金保険料）控除証明書｣が発行されます

月30日までの間に国民年金保険料を納付された
方には、11月上旬に日本年金機構から「社会保
険料(国民年金保険料)控除証明書」が送られる予
定ですので、申告書の提出の際には必ずこの証明
書または領収証書を添付してください。
　また、令和元年10月１日から12月31日まで
の間に、初めて国民年金保険料を納められた方に
は、翌年の２月上旬に送られる予定です。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろ
ん不慮の事故など万一のときにも心強い味方とな
る制度です。保険料は納め忘れのないようきちん
と納めましょう。
■問い合わせ
　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８ｰ２４ｰ２１５８
　戸籍税務課戸籍住民係　☎２ｰ０５００
　日本年金機構ホームページ

http://www.nenkin.go.jp/

　パート、アルバイト等を含め、すべての労働者に
最低賃金以上の賃金が支払われなければいけません。
●問い合わせ　山口労働局労働基準部賃金室
　☎083－995－0372

１時間 829円
山口県最低賃金が改正されました■と　き　11月17日（日）

　　　　　午前９時15分～午後２時25分
■ところ　山口県立萩総合支援学校
■内　容　児童・生徒のステージ発表、作品
　　　　　展示、育友会バザー食堂、喫茶等
■主催・問い合わせ　
　〒７５８－８６４５　萩市椿東中ノ迫５８１６－１
　山口県立萩総合支援学校 萩総まつり広報部
　☎０８３８－２５－７２８０（担当：藤村・三好）

第38回萩総まつり 使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金！
　　

効力発生日
令和元年１０月5日

問い合わせ
阿武町勤労福祉共済会
（まちづくり推進課）
　☎２－３１１1
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◆
内　

容　

生
活
に
困
っ
て
い

る
、
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、

将
来
が
不
安
、
病
気
で
働
け
な

い
等
お
困
り
ご
と
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
一
緒
に
考
え
、
解

決
へ
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）

◆
申
し
込
み　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
　

☎
２
ー
３
１
１
５

○
税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日（
月
）〜
17
日（
日
）

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
行
事

と
し
て
、
萩
税
務
署
管
内
の
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し

て
い
た
だ
い
た
租
税
作
品
（
絵
は

が
き
・
作
文
・
習
字
）
を
展
示
し

ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

　

11
月
23
日（
土
・
祝
）
午
後
〜

　
　

  　

12
月
３
日（
火
）
午
前

　

▽
萩
市
民
館

お し ら せお し ら せ

齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
萩市休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
萩市休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
萩市休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311
須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540

休日当番医

緊急の場合は１１９番
萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。
☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

10/20㊐
10/22㊋
10/27㊐
11/ 3㊐
11/ 4㊊
11/10㊐
11/17㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
相
談
会

○
年
末
調
整
説
明
会

　

管
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方

を
対
象
に
し
た
令
和
元
年
分
の
年

末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

①
11
月
19
日（
火
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

▽
萩
市
田
万
川
総
合
事
務
所

　
　

２
階
大
会
議
室

②
11
月
20
日（
水
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

▽
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

○
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
明
会

　

管
内
の
事
業
者
の
方
を
対
象
に

し
た
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

①
11
月
19
日（
火
）

　

15
時
30
分
〜
16
時

　

▽
萩
市
田
万
川
総
合
事
務
所

　
　

２
階
大
会
議
室

②
11
月
20
日（
水
）15時

30
分
〜
16
時

　

▽
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ

　

萩
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
８
３
８
ー
２
２
ー
０
９
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
代
表
）

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て

　

案
内
番
号
「
2
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

萩
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
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水
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木

金
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コンコード･ジャズ･フェスティバル･イン･ジャパン 2019　18:30【文化ホール】
第38回福賀大農業まつり　8:30【福賀中学校跡地特設会場】
宇田郷ふれあい祭り　9:30【ふれあいセンターほか】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
町老連グラウンドゴルフ大会　14:00【福賀グラウンドゴルフ場】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩市内ボウリング場】
ルーラル315・376フェスタ（～10日）9:30【福の里直売所】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
防火パレード　9:30【役場駐車場ほか】
エアロビクス・健康教室公開講座　19:30【ふれあいセンター】
萩阿武障がい者交流研修会　10:30【のうそんセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
身体測定　11:00【みどり保育園】
ふれあいキッチン献立検討会　14:00【役場小会議室】
福賀高齢者移動教室　7:00【下関方面】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
奈古文化展（～17日）9:00【町民センター】
心配ごと相談　9:00【ふれあいセンター】
七五三　10:30【みどり保育園】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
宇田郷ふれあいウォーキング　8:15【萩市方面】
ママの会「親子製作活動」9:30【みどり福賀分園】
阿武川流域 森林だくさん祭り2019　10:00【森の館萩】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　13:30【福賀グラウンドゴルフ場】
第34回さん３ふるさと祭り　9:00【阿武小中グラウンド】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
地域づくり研究集会　9:30【のうそんセンター】
福賀昭和会 研修視察（～21日）7:40【福岡方面】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
幼児期の安全な転び方教室　10:30【武道館】
ＪＡ親子交通安全教室　9:40【みどり保育園】
ひよこクラブ　9:40【ほっとハウスみどり】
介護家族のおしゃべり勉強会　13:30【町民センター】
身障協研修視察　8:00【下関市】
集団健診　8:00【町民センター】
人権の集い推進大会　14:15【町民センター】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
誕生会　11:00【みどり保育園】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
宇田ふれあいグラウンドゴルフ大会　19:30【宇田ふれあいグラウンド】
町老連研修視察　8:30【県酪農工場】
青少年劇場「はなしの伝統芸能～落語～」
　10:00【阿武小中学校】　14:00【福賀小学校】
避難訓練・交通安全指導　11:00【みどり保育園】
住民福祉講座　10:00【町民センター文化ホール】

阿武町の人口と世帯数 （9月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,200（ 1 ）

　541（－3 ）

533（－2 ）

3,274（－4 ）

1,030（ 0 ）

　268（ 0 ）

　287（ 0 ）

1,585（ 0 ）

転入　4

転出　7

出生　1

死亡　2

9月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

108
（94）
5
（5）

1
（5）
0
（0）

0
（0）
0
（0）

0
（0）

1
（2）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

業　　種 賃　　金会　社　名
プラスチック製品
仕上検査工（福賀工場）
土木施工管理技士
土木作業員
農業技術支援員
介護職員

介護職員（いらお苑）
看護職員（いらお苑）
技術（製品設計）

146,200円

250,000円～
172,800円～
185,800円
140,000円
140,000円
176,000円～
180,900円～

鶴惣工業

小田建設

社会福祉法人 E.G.F

阿武福祉会

ナベル山口工場

賃　　金 業　　種会　社　名
養豚飼育管理員
惣菜・弁当調理
食品加工（鮮魚）

販売員
レジ係

野菜・果物販売員
訪問看護
薬剤師

170,000円～
時給830円～
時給850円
時給830円～
時給830円～
時給830円～
時給1,133円
時給2,000円～

鹿野ファーム

道の駅阿武町
（あぶクリエイション）

丸久サンマート奈古店

山口県看護協会
くぼた薬局

町内の求人情報10月分 10月11日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714
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エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、
地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る
「
エ
コ
の
日
」。 

10
月
の
一
句
は
、「
い
け
な
い
よ　

出
し
っ
ぱ
な
し
の　

水
道
水
」。

敬老対象者数（満75歳以上）

※今年8月1日調べ（　）内は昨年度

男
174
（185）

400
(416)

574
(601)

60
（62）

１０８
（１１０）

168
（172）

56
（54）

117
（121）

173
（175）

290
（301）

625
（647）

915
（948）

奈　古

福　賀

宇田郷

計

女 計

　広報９月号で次の誤りがありました。
福賀 女　誤：168 （172）→正：108（110）
福賀 計　誤：174 （185）→正：168（172）



［材料（２人分）］
なす（皮をむいたもの）
 ３００ｇ
酒 少々
めんつゆ ３０ｃｃ
しそ ２枚
梅干し １コ

［作り方］
① なすは皮を全部むき、１.５センチくらいの半月切
りにして水にさらしてあくを抜く。生姜とにんに
くはみじん切りにする。パプリカはせん切りにす
る。
② 耐熱皿になすを入れて、酒少々を振りかけてラッ
プをして７分くらいレンジにかけて冷めるまで置
いておく。
③ しそはせん切りにして水にさらす。梅干しは種を
取り、たたいておく。
④ フライパンに油を入れて生姜とにんにくを入れて
炒め、香りが出てきたら豚ミンチを入れてさらに
炒める。ミンチに火が通ったら鶏ガラスープを入
れて煮込み、沸騰したら火を弱めてから調味料を
加えて味を整える。水溶き片栗粉を加えてとろみ
をつける。
⑤ ②のなすの半分をお皿に盛り、めんつゆをかけ、
上からしそと梅をのせる（Ⓐのたれ）
⑥ ②のなすの半分をお皿に盛り、④の肉ダレⒷをか
けて上にパプリカをのせる。

次回定例会は１０月２１日（月）１９：００～
町民センター 講座室です

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3110

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●撮影のため御神輿の行列が見渡せる小高い場所で
一行をお迎えしたとき、ふと、唱歌「村まつり」を
連想しました。ドンドンヒャララ、ドンヒャララ。

●８月末に鮮烈なデビューを飾った「ＡＢＵウォー
ターガールズ」。決めポーズでは、まるで空を舞う
鳥の如く、大きく広げた両手。
　今後ますます活躍に期待。おそるべし女性パワー。

「旬の野菜たっぷりおすすめレシピ！」より

なすの蒸し物

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

山本裕美子さん（宇田地）

豚ミンチ １００ｇ
生姜 ３０ｇ
にんにく １／２かけ
油 少々
鶏ガラスープ 小さじ１
水 ５０ｃｃ
しょうゆ 小さじ１
砂糖 小さじ１
酢 小さじ１
塩 少々
水溶き片栗粉 少々
パプリカ 少々
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「
宇
田
八
幡
宮
御
神
幸
」

出
羽　

朝
一
（
浜
の
一
）

い
ず　

わ　
　
　

あ
さ

い
ち

私 の 一 品

会 員 作 品

「
翔
べ
！
」

藏
澄　

秀
昭
（
防
府
市
）

く
ら

ず
み　
　
　

ひ
で

あ
き

やまもと ゆ　み　こ

ⒶⒶ

ⒶⒶ

ⒷⒷ

ⒷⒷ

12月1日（日）

第34回阿武町
力くらべ綱引き大会
参加チーム大募集！

11/17
（日）

長縄跳び大会参加チーム募集！！長縄跳び大会参加チーム募集！！長縄跳び大会参加チーム募集！！長縄跳び大会参加チーム募集！！
１チーム7～10名（回し手2人　跳び手５～8人）

男女混合自由

詳しくは今月号広報のちらしをご覧ください
問い合わせ　阿武町教育委員会　☎２－０５０１

小田 武之 教育長、
15 年間本当にお疲れ様でした。
ありがとうございました。

令和元年9月30日 町民センター前にて

お　　だ　　　たけ　ゆき
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